
        
            
                
            
        

    











〈保護者のみなさまへ〉


本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




















































[image: １　親友の恋は、いつだって心配]

「ごーくーらーくー」

　冷れい房ぼうの効きいた、悠ゆう馬まの家いえのリビング。

　私わたしはソファに寝ねころがって、そんな声こえを上あげた。

「寝ねながら飲のむんじゃねーぞ、千ち帆ほ」

　声こえのしたほうを見みると、悠ゆう馬まがテーブルに麦むぎ茶ちゃを置おくところだった。

　私わたしはがばっと身みを起おこす。

「わーい！　おばさんありがとー！」

「持もってきたのは、俺おれなんだけど!?」

　キッチンにいた悠ゆう馬まのおばさんは、あははと楽たのしそうだ。

　私わたしは悠ゆう馬まに「ありがとありがと」と軽かるく流ながして、コップに口くちをつける。

　冷れい房ぼうの効きいた部へ屋やに、氷こおりが入はいってよく冷ひえた麦むぎ茶ちゃ。

　最さい高こうだ！

　今こ年としの夏なつも、すっごく暑あつい。

　悠ゆう馬まの家いえは、うちのお隣となりだけど、ちょっと外そとに出でただけで、汗あせかいちゃったくらいだ。

「ったく。自じ分ぶんちみたいに、くつろぎやがって……」

「似にたようなもんじゃん」

　生うまれたときから隣となり同どう士しで、一いっ緒しょに育そだったようなものだもん。今いまさらだよ。

　あきらめるかのように、ため息いきをつく悠ゆう馬まに、私わたしはにししと笑わらった。

「今日きょうは、工く藤どうさんとは遊あそばないの？」

「ほのちゃん？　ほのちゃんは、先せん輩ぱいとデートですよ～」

　私わたしはソファの背せもたれに、もたれかかった。
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　ほのちゃんこと、工く藤どう穂ほ乃の香かちゃんは、小しょう学がっ校こうのころからの私わたしの親しん友ゆう。

　初はじめて会あったのは、小しょう学がっ校こうの入にゅう学がく式しきの日ひ。

　私わたしの隣となりに座すわっていて、緊きん張ちょうでかちかちになっていた。

　私わたしも同おなじくらい緊きん張ちょうしてたけど、誰だれかが緊きん張ちょうしているのを見みると、逆ぎゃくに落おち着ついてくるものだよね。

「ねぇ」

　声こえをかけたら、ほのちゃんが飛とび上あがって驚おどろいたのを、よく覚おぼえている。

　あまりにみごとな飛とび上あがり具ぐ合あいで、私わたし、思おもわず笑わらっちゃったんだ。

　つられて笑わらったほのちゃんの笑え顔がおが、すっごくかわいくて、私わたしは一ひと目め惚ぼれしちゃった！

　それからずっと、大だい事じな友ともだちなんだ。




　そんなほのちゃんが、先せん輩ぱいと出で会あったのは、中ちゅう学がくの入にゅう学がく式しきの日ひのことだった。

　靴くつ箱ばこで待まち合あわせしていたのに、なかなか来こないほのちゃんに、私わたしはやきもきしていた。

　なにかあったのかなって心しん配ぱいしていたけど、スマホのメッセージにも既き読どくがつかなくて……。

　そんなとき、自じ転てん車しゃでやってきた男だん子しの後うしろに、ほのちゃんが乗のっていたのを見みたときは、もう本ほん当とうにびっくりしちゃった！

　ほのちゃんは恥はずかしがりやで、男だん子しと積せっ極きょく的てきにしゃべれるタイプじゃない。

　そのほのちゃんが、男だん子しの後うしろに乗のってる!?

　驚おどろいたのは驚おどろいたんだけど、ほのちゃんは自じ転てん車しゃを下おりてからも、その男だん子しを目めで追おってる。

　それで私わたし、ピンときちゃったんだ。

　ほのちゃんの気き持もちに。

　部ぶ活かつ見けん学がくで、その男だん子し──村むら瀬せ司つかさ先せん輩ぱいと再さい会かいできたのは、ラッキーだった。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいは、美び術じゅつ部ぶの部ぶ長ちょう・レナ先せん輩ぱいのクラスメイトだったんだ！

　自じ転てん車しゃの先せん輩ぱいこと、村むら瀬せ先せん輩ぱいは、バスケ部ぶの三年ねん生せいだった。

　バスケ部ぶ部ぶ長ちょうの岡おか本もと先せん輩ぱいと、副ふく部ぶ長ちょうの村むら瀬せ先せん輩ぱいと、レナ先せん輩ぱいはなかよしだったみたい。

　二人ふたりは、よく美び術じゅつ部ぶに遊あそびに来きていた。

　ほのちゃんの転てん機きが訪おとずれたのは、体たい育いく祭さい。

　ひょんなことから、応おう援えん団だんだった村むら瀬せ先せん輩ぱいの、たすきを結むすぶことになったほのちゃんは、やっと自じ分ぶんの気き持もちに気きづいたんだ。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいのことが好すき……って。

　放ほう課か後ごのハンバーガー店てんで、私わたしにその気き持もちを打うち明あけてくれたほのちゃんは、もう、ほんとにかわいかった！
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「なに、ニヤニヤしてんだよ、千ち帆ほ」

　悠ゆう馬まの声こえに、私わたしはむっと顔かおをしかめた。

「ほのちゃんの笑え顔がおを思おもい出だしてただけですー」

　ニヤニヤとは、失しつ礼れいな！

　悠ゆう馬まは、あきれたようにふっと笑わらう。
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「おまえって、ほんと工く藤どうさんのこと好すきだよな」

「だってめちゃめちゃかわいいじゃん！」

「はいはい、かわいいかわいい」

「テキトーな返へん事じしてー！」

　私わたしは悠ゆう馬まの背せ中なかをぽかぽか叩たたく。

　でも……。

「村むら瀬せ先せん輩ぱいもきっと、ほのちゃんの、あのかわいい笑え顔がおが、好すきなんだろうなぁ」

　私わたしはクッションに顔かおをうずめて、つぶやいた。




　先せん輩ぱいを好すきになってから、ほのちゃんは変かわった。

　偶ぐう然ぜんだったとはいえ、相あい合あい傘がさで帰かえったり、先せん輩ぱいの試し合あいのために、お守まもりを作つくったり。

　恋こいする乙おと女めのパワーって、すごい。

　先せん輩ぱいのバスケの試し合あいが終おわったら、告こく白はくする。

　そう決きめていたほのちゃんを待まっていたのは、なんと先せん輩ぱいからの告こく白はく！

　両りょう想おもいだったんだね。

　嬉うれしすぎて、私わたしまで『やったー！』って叫さけんじゃった。

　それからは、先せん輩ぱいと一いっ緒しょに下げ校こうしたり、勉べん強きょう会かいをしたり。ほのちゃんは楽たのしそう。

　あっ、もちろんほのちゃんは、私わたしとも遊あそんでくれたし、私わたしも悠ゆう馬まを試し験けん勉べん強きょうに付つき合あわせたりしてたから、べつに淋さびしくはなかったよ。

　でも──。




　クッションに顔かおをうずめる私わたしの頭あたまに、軽かるくなにかが触ふれた。

「淋さびしいなら淋さびしいって、すなおに言いえばいいじゃん」

　ぽんぽんと優やさしくたたくようになでる手ては、ぜんぜん痛いたくない。

「……子こども扱あつかいして」

「そんなんじゃねーよ」

　淋さびしいわけじゃない。

　大だい好すきなほのちゃんが、大だい好すきな人ひとと付つき合あえることになったんだもん。

　でも、なんだか胸むねがざわざわしちゃう。だって……。

「村むら瀬せ先せん輩ぱいは、三年ねん生せいだから……」

　あぁ、と悠ゆう馬まはつぶやいた。

　それだけで伝つたわっちゃうのが、なんだか悔くやしい。

　なんていったって、おさななじみだもんね。

　私わたしは横よこを向むいて、悠ゆう馬まの肩かたに背せ中なかを預あずけた。

「来らい年ねんの三月がつまでしか、先せん輩ぱいと一いっ緒しょにいられないから……。ほのちゃんのことが、心しん配ぱいなんだよ」

「なるようになるだろ」

　さらっと言いう悠ゆう馬まに、私わたしはむっと眉まゆをひそめた。

「テキトーなこと言いって」

「テキトーなんかじゃねえよ。それは二人ふたりの問もん題だいなんだし、なんかあったとしても、工く藤どうさんには、おまえがついてるだろ？」

　むぅ……。

　こういうとこ、悔くやしいけど、さすがおさななじみだなって思おもってしまう。

　悠ゆう馬まは、私わたしの気き持もちを上あげるのも下さげるのも、ほんと上じょう手ず。かなわない。

　……そんなこと、言いってあげないけどね！

「ほのちゃん、デートうまくいってるかなぁ……」

　背せ中なかを預あずけたまま、私わたしは悠ゆう馬まに顔かおを見みられないようにして言いった。

　重おもい、とメーワクそうにする悠ゆう馬まをムシして、私わたしは小ちいさく笑わらった。

　どんなことがあっても、私わたしはほのちゃんの味み方かただからね！







[image: ２　中学最初の夏休み！]

　体たい育いく館かんの壇だん上じょうでは、校こう長ちょう先せん生せいが夏なつ休やすみの心こころ得えを話はなしている。

　長ながい話はなしに、みんな集しゅう中ちゅうできてないようだったけど……。

　わたしは別べつの意い味みで集しゅう中ちゅうできずにいた。




　期き末まつ試し験けんが返かえってきた日ひのこと。

　わたしはつかさ先せん輩ぱいから、衝しょう撃げきの事じ実じつを聞きかされちゃった。

　といってもそれは、わたしがずっと、考かんがえないようにしていたことだったんだ……。

　先せん輩ぱいと付つき合あえるようになってから、わたしにとって、ずっと夢ゆめみたいな毎まい日にちだった。

　だけど先せん輩ぱいは三年ねん生せい。

　これから、受じゅ験けんという難なん関かんが待まちかまえている。

　三年ねん生せいにとって、夏なつ休やすみは勝しょう負ぶの時じ期き、らしい。

　先せん輩ぱいも、塾じゅくに通かようんだって。だから、

「夏なつ休やすみになったら、なかなか会あえないかもね」

って言いわれちゃったんだ……。

　先せん輩ぱいは、さらっと言いってたけど、わたしにとっては大だい問もん題だいだ。

　校こう長ちょう先せん生せいの話はなしが終おわって、少すこしざわついている体たい育いく館かん。

　ざわめきにまぎれて、後うしろに座すわっていた千ち帆ほちゃんが、わたしの肩かたをつついてきた。

「ほのちゃん、夏なつ休やすみはいっぱい遊あそぼうね」

「うん……」

「なんかほのちゃん、暗くらくない？　カゼでもひいた？」

「そうじゃなくて……」

　そこで、先せん生せいの話はなしが始はじまってしまったので、わたしは黙だまった。

　あとで改あらためて、千ち帆ほちゃんに相そう談だんしてみよう。
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「なるほどねぇ」

　教きょう室しつへと向むかいながら、千ち帆ほちゃんに悩なやんでいたことを話はなした。

　しどろもどろになっちゃったけど、心こころのモヤモヤを話はなしたら、少すこしすっきりした気きがする。

「せっかく、付つき合あい始はじめたばっかりなのに、残のこり一年ねんもないんだって思おもうと……」

「でも、ほのちゃんは、先せん輩ぱいが卒そつ業ぎょうするまでの、『期き間かん限げん定ていのお付つき合あい』ってつもりじゃないんでしょ？」

「あっ、当あたり前まえだよ！」

　そんなこと、あるわけない！

　わたしが力ちから強づよく言いうと、千ち帆ほちゃんは、はげますように続つづけた。

「なら、よけいなことを考かんがえないで、今いまを、できるかぎり楽たのしんだほうがいいんじゃない？」

「そう、だよね」

　頭あたまでは、わかってる。

　だけど、気き持もちが追おいつかないんだ。

　先せん輩ぱいの将しょう来らいを、応おう援えんしたい。

　でも、会あえなくなるのは淋さびしい。

　想おもいが行いったり来きたり。

「とにかく！　せっかくの夏なつ休やすみなんだもん。受じゅ験けん生せいだって、ちょっとくらいは、遊あそんでもいいんじゃない？」

「うん……」

　そうだよね。一人ひとりで悩なやんでいても、しかたない。

　だけどやっぱり、答こたえは出だせそうにもなかった。
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　一学がっ期き、最さい後ごの帰かえり道みち。

　今日きょうも、先せん輩ぱいと一いっ緒しょに帰かえっていた。

　いろんなことを話はなしたけど、結けっ局きょく、不ふ安あんな気き持もちについては言いい出だせないまま、家いえに着ついてしまった。

　先せん輩ぱいは、また連れん絡らくするねと言いってくれたけど、いつくれるんだろう？

「って、さっき別わかれたばっかじゃん！」

　帰かえってきてからわたし、スマホを見みてばっかだ！

「とりあえず、夏なつ休やすみの宿しゅく題だいをチェックしよう……」

　いっぱい宿しゅく題だいが出でてたから、計けい画かく的てきにやっていかなきゃいけないもんね！

　わたしはため息いきをつきながら、かばんの中なか身みを片かたづけていった。




　机つくえに向むかってみたけど、なんだか集しゅう中ちゅうできない。

　スマホをちらっと見みるけど……。

「いや、ダメだダメだ」

　ぜんぜん集しゅう中ちゅうできないや……。

　スマホは遠とおいとこに置おいておこう！

　と立たち上あがった瞬しゅん間かんだった。

　　　ピコン

　メッセージの受じゅ信しん音おんが鳴なって、思おもわずスマホを落おとしそうになっちゃった。

「せっ、先せん輩ぱい？」

　画が面めんに表ひょう示じされていたのは、先せん輩ぱいの名な前まえ。
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ほのちゃん今いまなにしてる？

塾じゅくの予よ定ていが出でたよ～

土ど日にちは休やすみみたい

遊あそべるね！






　絵え文も字じが舞まっているメッセージを、何なん度ども読よみ返かえす。

「やったー！」

　思おもわず飛とびはねちゃった！

　平へい日じつに会あえないのは淋さびしいけど、土ど日にちは会あえるんだ！

　わたしはゆるんだ顔かおのまま、先せん輩ぱいに返へん事じを送おくった。







[image: ３　初めてのデートは]

　待まちに待まった、土ど曜よう日び！

　わたしはドキドキしながら、バス停ていのベンチに座すわっていた。




　先せん輩ぱいが誘さそってくれたのは、ショッピングモールだった。

　いつも、お母かあさんや千ち帆ほちゃんと一いっ緒しょに行いくところ。

　だけど先せん輩ぱいと一いっ緒しょなら、特とく別べつな場ば所しょみたいに思おもえてくるよ！

　先せん輩ぱい、どんな格かっ好こうで来くるのかなぁ？

　私し服ふくで会あうのは、初はじめてだ。

　わたしは、かばんの中なかから鏡かがみを取とり出だした。

　初はじめてのデートだから、気き合あいが入はいっちゃった。

　いつもは三みつ編あみにしている髪かみも、ハーフアップにして。

　淡あわい色いろのワンピースは、ひざ丈たけで、お気きに入いりの一いっ着ちゃくだ。

「なんか、変へんじゃないかなぁ？」

　いつもと違ちがう髪かみ型がただから、くずれてないか気きになっちゃう。

　色いろつきのリップは、つけるときに、ちょっとドキドキした。

　とりあえず髪かみ型がたは大だい丈じょう夫ぶ。

　と、鏡かがみをしまったときだった。

「ほのちゃん！」

　つかさ先せん輩ぱいが駆かけ寄よってくる。

　わー、かっこいい！

　シンプルなＴシャツとパンツにキャップって格かっ好こうは、先せん輩ぱいによく似に合あっている。

「ごめんね、待まった？」

「いえっ、今いま、来きたところです！」

　息いきを整ととのえた先せん輩ぱいが、そう言いうから、わたしはあわてて答こたえた。

　そこに、ちょうどバスがやってきて、わたしたちは一いっ緒しょに乗のり込こんだ。

「大だい丈じょう夫ぶ？　そっち、せまくない？」

「えと、はいっ。大だい丈じょう夫ぶです……」

　二人ふたり掛がけの席せきに並ならんで座すわって、先せん輩ぱいが聞きいてきた。

　バスの座ざ席せきって、せまいよね……。

　肩かたが触ふれそうで、ドキドキしちゃう！

　ショッピングモールまでは、二十分ぷんくらい。

　それまで、わたしの心しん臓ぞう、もつかなぁ!?




　なんとか心しん臓ぞうはもって、ショッピングモールに着ついた。

　夏なつ休やすみのショッピングモールは、たくさんの人ひとで、にぎわっている。

　ここに遊あそびに来こようって、考かんがえることは、みんな一いっ緒しょなんだなぁ。

「ほのちゃん、あの……」

　先せん輩ぱいがなんだか、歯は切ぎれ悪わるく、声こえをかけてきた。

　見み上あげてみるけど、先せん輩ぱいはなんだか様よう子すが変へんだ。

　右みぎ手てを上あげたり、下さげたり。

　どうかしたのかな？

「えっと……人ひと、多おおいね」

「はい」

「こんなに混こんでると、はぐれちゃいそうだよね」

「そうですよね。気きをつけますね！」

　わたし、そこまで考かんがえていなかった！

　さすが、先せん輩ぱいだなぁ。

　気きをつけないと、と思おもっていたら、先せん輩ぱいが片かた手てで口くちもとを押おさえている。

　どうしたんだろう？

「先せん輩ぱい？」

「なんでもないよ……。じゃあ、はぐれないように、ついてきてね」

「はい！」

　わたしが元げん気きよく返へん事じをすると、先せん輩ぱいはへにゃっと笑わらってくれた。
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　まず向むかったのは、雑ざっ貨か屋やさん。

　並ならんでいるヘアアクセサリーに、目め移うつりしちゃう。

「こういうの、ほのちゃん似に合あいそう」

「そ、そうですか？　学がっ校こうじゃ、そんなに派は手でなのは付つけられないけど、こういうのでアレンジするのも楽たのしそうです」

　今日きょうも、がんばってみたんだけど、先せん輩ぱい気きづいてるかなぁ？

　先せん輩ぱいをちらっと見みてみると、口くちもとを押おさえていた。
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「あの……ほのちゃん。今日きょうの髪かみ型がた、かわいい、ね」

　ちょっと歯は切ぎれ悪わるく、もごもごと言いう先せん輩ぱい。

　わー！

　ちゃんと、見みてくれてたんだ……！

　先せん輩ぱいの照てれが伝つたわってきて、わたしも顔かおが赤あかくなっちゃう。

「あ、ありがとう、ございます……」

　がんばってよかったー！

　でも、恥はずかしくて、しばらくは先せん輩ぱいの顔かおを見みることができなかった。




　そのあとも、目めについたお店みせを二人ふたりで見みて回まわって、それから本ほん屋やさんに行いくことにした。

「じゃあ俺おれ、これ買かってくるから、ちょっと待まっててね」

　先せん輩ぱいは、参さん考こう書しょを片かた手てに、レジへと向むかった。

　受じゅ験けん生せいって感かんじだなぁ。

　勉べん強きょう、これからもっと、大たい変へんになってくるんだろうな。

　こうやってデートできる日ひも、減へっちゃうのかな……。

　いけない、いけない。

　せっかくのデートなのに、こんな暗くらい気き持もちになってちゃだめだ。

　なにか見みておこうかなぁ。

　きょろきょろあたりを見みまわすと、占うらないの本ほんのコーナーが目めに入はいった。

　誕たん生じょう日び占うらないの本ほんを、パラパラとめくってみる。

「占うらない？」

　もどってきた先せん輩ぱいが、本ほんをのぞき込こんでくる。

「つかさ先せん輩ぱい、誕たん生じょう日びって、いつですか？」

「４月がつ６日か。春はる生うまれなんだ」

「過すぎちゃってますね……」

　これからだったら、お祝いわいできたのに……。

　でも、来らい年ねんは、いっぱいお祝いわいしよう。

「ほのちゃんは？」

「わたし、元がん日じつ生うまれなんです」

「へー！　めずらしいね」

「冬ふゆ休やすみ中ちゅうだから、友ともだちに直ちょく接せつ、お祝いわいされることって、あんまりなくて」

　家か族ぞくからも、新しん年ねんのお祝いわいと、誕たん生じょう日びのお祝いわいを、一いっ緒しょにされてしまう。

　でも、ケーキのある元がん日じつって、なかなかないんじゃないかな？

　特とく別べつ感かんがあって、けっこう好すきなんだ。

「じゃあ、次つぎの誕たん生じょう日びは、俺おれが直ちょく接せつ、お祝いわいしてもいい？」

「え!?　いいんですか!?」

　当とう然ぜんのように言いってくれて、びっくりしちゃった。

　元がん日じつは家か族ぞくで過すごすっていう友ともだちが多おおいから、こうやって誘さそわれることは少すくないんだ。

　しかも、他ほかでもない、つかさ先せん輩ぱいからのお誘さそいだ。

　断ことわるはずもない。

「約やく束そくしよ。予よ定てい、空あけておいてよ？」

「もちろんです！」

　他ほかの予よ定ていなんか、入いれるわけないよー！
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「そろそろ昼ひるメシ食たべよっか」

　お昼ひるの時じ間かんが近ちかづいて、先せん輩ぱいが言いった。

「どこ行いこっか。フードコートでいい？」

「はい！」

　わたしたちは、フードコートへと向むかった。




「あれ？　つかさじゃん」

　顔かおを上あげると、そこには、男だん子しのグループがいた。

　女じょ子しもまざっていて……あっ、あの人ひと、バスケ部ぶのマネージャーさんだ。

　声こえをかけてきた男だん子しが、ニヤニヤしながら近ちかづいてきた。

「なになに？　つかさ、デート？」

「さすが彼かの女じょ持もちー！　やる～」

　先せん輩ぱいは、肩かたを組くまれて、からかわれている。

　こういうとき、わたしは、どうしたらいいんだろう!?

「なに言いってんだよー！」

　からかってくる人ひとたちに、先せん輩ぱいはあわて顔がおだ。

　そのとき、マネージャーさんと目めが合あった。

　でも、すぐに、ふいっと逸そらされてしまう。

「ほら、つかさのデートのジャマしちゃ悪わるいってー」

　マネージャーさんの言こと葉ばに、先せん輩ぱいをからかっていた人ひとたちは「わりーわりー」と言いいながら手てを離はなす。

「でもさー。席せき、ここしか空あいてなくね？」

　一人ひとりの男だん子しが、そう言いった。

　あたりを見みまわしてみると、お昼ひる時どきのフードコートは混こみ合あっている。

　この人にん数ずうが座すわれるのは、わたしたちの隣となりの席せきしかなさそうだ。

　わたしと先せん輩ぱいは、顔かおを見み合あわせた。
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「オレたちのことは、気きにしなくていいからさー」

　そう言いいながら、結けっ局きょく、みなさんは、隣となりに座すわっちゃった。

　どうやら、先せん輩ぱいと同おなじクラスの人ひとたちみたい。

　見み覚おぼえがあるのはきっと、バスケ部ぶの人ひとだ。

「これから、映えい画が見みるんだよ。司つかさのことも誘さそったんだけど、断ことわられちゃってさー。まさかデートとは！」

　なんてからかわれていた。

　先せん輩ぱいが、申もうし訳わけなさそうな目めを、わたしに向むけてくる。

「うるさくてごめんね、ほのちゃん」

「いえっ、大だい丈じょう夫ぶです……！　むしろ、お友ともだちを断ことわらせちゃって、すみません」

「彼かの女じょを優ゆう先せんするのは当とう然ぜんだよなー、つかさ！」

　隣となりから飛とんできた声こえに、びくっとなっちゃった。

『気きにしないで』なんて言いわれたけど、この距きょ離りじゃあ会かい話わも聞きこえちゃうよね……。

　結けっ局きょく、一つのグループみたいになっちゃった。

　でも、先せん輩ぱいが、わたしとのデートを優ゆう先せんしてくれたのは嬉うれしい。

　大だい事じにされてるんだなって気きがする。

「あいつらとは塾じゅくで毎まい日にち会あってるし。今日きょうは、ほのちゃんの日ひだから」

　にっこり笑わらって、そう言いってくれる先せん輩ぱい。

　隣となりの席せきから、大おおきなため息いきが聞きこえた。

「ったく、俺おれらはダチだけでつるんでんのにさー」

「隣となりでイチャイチャしやがって。つかさのくせに」

「つかさのくせにって、なんだよー!?」

　ニヤニヤした視し線せんを受うけて、先せん輩ぱいがあせったように身みを乗のり出だす。

「おまえらうるさいよ！　受じゅ験けん生せいなんだから帰かえって勉べん強きょうしろ！」

「つかさも受じゅ験けん生せいだろー？」

　笑わらい声ごえが上あがって、先せん輩ぱいが「あーもう」とイスにもたれかかった。

「あっ、あの！　べつに少すこし話はなすくらい、いいですよ……？」

「おっ、カノジョちゃん、やっさしー。村むら瀬せも見み習ならえよー」

　また、笑わらい声ごえが上あがっちゃった。

　ちょっと、言いい方かたが、まずかったかな？

　からかわれて、疲つかれてしまったのか、先せん輩ぱいはふーっとため息いきをついている。

　どうしたらいいかわからなくて、わたしはサンドイッチをほおばった。
















　隣となりの席せきからは、ため息いき混まじりの会かい話わが聞きこえてくる。

「あーあ、受じゅ験けん早はやく終おわってくれねぇかなー」

「夏なつが勝しょう負ぶとか言いわれるから、あんまりこうして遊あそんでもいられないしね」

　勉べん強きょうの話わ題だいだと、わたしは入はいれない。

　黙だまって聞きいておこう。

「そういやさー、塾じゅくでこの前まえやったとこ、難むずかしくなかった？」

　一人ひとりの男だん子しが、そう言いい出だして、隣となりの席せきが「たしかに！」とさわがしくなった。

　その男だん子しの視し線せんが、こっちを向むいて、口くちを開ひらく。

「つかさも難むずかしかったって言いってたとこだよな」

「あー、ミニテストのときの？」

　つかさ先せん輩ぱいが答こたえて、「そうそう！」と声こえが上あがった。

　マネージャーさんが、身みを乗のり出だしてくる。

「英えい語ご、苦にが手てだもんねー、つかさは」

　その声こえは、ちょっとお姉ねえさんぶった感かんじで、なんだか、ただのクラスメイトって雰ふん囲い気きじゃない気きがした。

　気きにしすぎかもしれないけど……。

「つかさ、前まえも同おなじとこ、間ま違ちがえてたじゃん」

「ちょっとミスっただけだよ！」

「また、教おしえてあげよっかー？　私わたし、英えい語ご得とく意いだし」

　マネージャーさん、つかさ先せん輩ぱいに勉べん強きょう教おしえたりしているんだ……。

　期き末まつ試し験けんのときに、先せん輩ぱいと二人ふたりで勉べん強きょう会かいをしたことを、思おもい出だした。

　あのときは、特とく別べつな関かん係けいみたいに感かんじるのが嬉うれしくて、大だい事じな時じ間かんだった。

　でも、そうやって勉べん強きょうを教おしえ合あうのは、先せん輩ぱいたちの間あいだでは特とく別べつでもなんでもないことなのかもしれない。

　マネージャーさんの言いい方かただと、いつも教おしえてあげてるみたいだし。

　なんだか、胸むねがモヤモヤしちゃうな……。

　こうやって、黒くろい感かん情じょうがわいてしまうのがいやだ。

　三年ねん生せいの勉べん強きょうの話わ題だいに入はいれないのは、しょうがない。

　だって、まだわたし、一年ねん生せいだもん。

　だけど……。

「おーい、彼かの女じょの前まえでそんなこと言いうなよー」

「でも、いつものことじゃん」

「それはそうだけどさー」

　男だん子しの先せん輩ぱいたちは、わたしに気きをつかいながらも、まぁいっかって感かんじだ。

　マネージャーさんも、一いっ緒しょになって笑わらっていて……。

　本ほん当とうに、大たいしたことじゃないのかもしれない。

　でも、見みてしまった。

　マネージャーさんが一いっ瞬しゅん向むけた、つかさ先せん輩ぱいへの視し線せん。

　それにはどこか、友ともだち以い上じょうの気き持もちが込こめられている気きがした。

　つかさ先せん輩ぱいは、その視し線せんに気きづいていない。




　もしかして……。

　マネージャーさんって、つかさ先せん輩ぱいのことが好すき……？
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　結けっ局きょく、お昼ひるごはんを食たべ終おわるまで、つかさ先せん輩ぱいのクラスメイトさんたちは一いっ緒しょだった。

　映えい画がの時じ間かんになって、ようやく解かい散さんの流ながれになる。

「じゃあ、また塾じゅくでなー」

　口くち々ぐちにそう言いいながら、映えい画が館かんのほうへと向むかっていく。

　先せん輩ぱいも、みなさんに手てを振ふり返かえしていた。

「じゃあ行いこうか……って、ほのちゃん？」

「あっ、すみません！　ぼーっとしてました……」

　いけないいけない、せっかくのデートなのに。

　先せん輩ぱいは、わたしをじっと見みてくる。

　だって、今日きょうが終おわってしまえば、わたしはまた、しばらく先せん輩ぱいとは会あえない。

　あの人ひとたちは、塾じゅくで会あえるのに……。

　うぅ、いやな考かんがえが浮うかんでいたのが、伝つたわっちゃったかな？

「疲つかれちゃった？　さわがしかったもんな」

「いえっ、そんなことないです！」

　またしばらく会あえないんだもん。

　落おち込こんでるヒマなんてない。

　わたしは、むりやり笑え顔がおを作つくった。

「先せん輩ぱい！　さっき、スポーツ用よう品ひん見みたいって言いってなかったですっけ？　行いきませんか？」

「……うん、じゃあ行いこっか」

　なにか言いいたそうな先せん輩ぱいだったけど、わたしたちはスポーツ用よう品ひん店てんへと向むかった。
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　夕ゆう方がたになって、そろそろ帰かえる時じ間かん。

　楽たのしい時じ間かんは、あっという間まに終おわっちゃう。

　わたしたちはまた、バスに乗のり込こんで、家いえへと向むかっていた。

　夕ゆう陽ひに照てらされて、流ながれていく景け色しきを、わたしはぼんやりと見みていた。

　まだ、帰かえりついてほしくないな。

　明日あしたからは、また、次つぎの土ど日にちが来くるのを、待またなきゃいけない。

　いろいろあったけど、今日きょうが楽たのしかったぶん、会あえない日ひ々びのことを思おもうと、淋さびしくなっちゃう。

　……だめだめ！

　先せん輩ぱいは、受じゅ験けん勉べん強きょうをがんばっているんだから、応おう援えんしなきゃ！

「…………帰かえりたくないな」

　って、今いまわたし、口くちに出だしてた!?

　あわてて隣となりを見みると、先せん輩ぱいが照てれた顔かおをしている。

「って思おもってるの、俺おれだけだったら恥はずかしいかも」

　そう言いって先せん輩ぱいは、くしゃっと笑わらう。

　先せん輩ぱいの声こえだったんだ！

　あせっちゃったー！

「わ、わたしも！　同おなじ気き持もちです」

　そう言いうのが、なんだか恥はずかしくて、わたしは足あし元もとに視し線せんを落おとす。

　ちらっと先せん輩ぱいを見みると、目めが合あった。

「ほのちゃんもなんだ。早はやく次つぎの土ど曜ようが来きてほしいね」

「はい……！」


[image: ]



　同おなじ気き持もちだったのが嬉うれしくて、にやけそうになっちゃう。

　そんな顔かおを見みられるのが恥はずかしくて、わたしは外そとの景け色しきを見みてるふりをしていた。

「……よかった」

　ぽつりとこぼした先せん輩ぱいに、振ふり返かえった。

　先せん輩ぱいは、小ちいさくほほ笑えんでいる。

「今日きょうはジャマが入はいって……ジャマって言いったら、あいつらに悪わるいかな？　とにかく、予よ想そう外がいのことがあったから、ほのちゃん、楽たのしくなかったらどうしようって」

　先せん輩ぱい、そんなこと考かんがえてくれていたんだ……。

「あの……わたし、すごく楽たのしかったです」

　先せん輩ぱいが、ちゃんとわたしのことを考かんがえてくれていたことが嬉うれしくて、自し然ぜんと笑え顔がおになってしまった。

「俺おれも！　超ちょう、楽たのしかった。明日あしたから、またがんばれるよ！」

　そう言いって、先せん輩ぱいは満まん面めんの笑えみを浮うかべる。

　先せん輩ぱいが笑わらってくれると、わたしは嬉うれしい。

　いろいろあったけど、今日きょうは最さい高こうの初はつデートだったんだ！
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　そして、また月げつ曜よう日びがやってきた。

　なーんにも予よ定ていがなくて、冷れい房ぼうの効きいたリビングのソファで、ゴロゴロしちゃう。

　スマホを何なん度ども見みてみるけど、誰だれからの連れん絡らくもない。

　先せん輩ぱい、まだ塾じゅくの時じ間かんだもんね。スマホなんていじってる時じ間かんないか。

「わたしも宿しゅく題だいしなきゃ、だなぁ」

「そうよー。早はやく終おわらせちゃいなさい」

「お母かあさん……」

　ダラダラしているわたしを見みかねて、お母かあさんがお小こ言ごとを言いってきた。

「夏なつ休やすみ後こう半はんになってからあせっても、知しらないんだからね？」

「わかってるよー」

　わかってはいるんだけど、なんだか、やる気きが出でなくって……。

　お母かあさんは部へ屋やのそうじをするらしく、わたしはリビングを追おい出だされてしまった。

　とぼとぼと二階かいの自じ分ぶんの部へ屋やへと向むかう途と中ちゅうで、ピコンとスマホが鳴なった。

　もしかして、つかさ先せん輩ぱい!?

　あわてて画が面めんを見みると──。





やっほー　ほのちゃん！

今いまなにしてる？

突とつ然ぜんだけど、明日あしたプール行いかない？






「千ち帆ほちゃん？」

　それは千ち帆ほちゃんからの、お誘さそいだった。
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　市し民みんプールは、たくさんの人ひとでにぎわっていた。

　わたしたちは、端はしのほうで、足あしだけを水みずにつけて、おしゃべりしていた。

「うーん、三年ねん生せいと付つき合あうと、いろんな悩なやみが出でてくるんだねぇ」

　ショッピングモールでのことを話はなし終おえると、千ち帆ほちゃんが言いった。

「先せん輩ぱいの負ふ担たんには、なりたくないんだけど、考かんがえ出だしたら、きりがなくって」

　わたしは、水みずをはね上あげさせた。

　日ひの光ひかりを受うけて、キラキラと輝かがやいている。

　その先さきにいる、楽たのしそうな人ひとたち。

　本ほん当とうなら、心こころがうきうきするような季き節せつだ。

　なのに、わたしの心こころは、どんよりくもりの空そら模も様よう。

「おかげで、宿しゅく題だいにもぜんぜん身みが入はいらなくて……。あんまり進すすんでないんだよね」

「じゃあ一いっ緒しょにやろうよ！　私わたしも終おわってなくてさ～」

　明あかるく話はなす千ち帆ほちゃん。

　その気きづかいが、ありがたいなぁ。

　　　ザブン！

　千ち帆ほちゃんが、プールの中なかに入はいって、わたしの前まえに立たった。

「……マネージャーさんが、本ほん当とうに村むら瀬せ先せん輩ぱいのことを好すきなのかは、わかんないし。村むら瀬せ先せん輩ぱいが『彼かの女じょだ』って言いってるのは、ほのちゃんなんだから！　自じ信しん持もって！」

　そう言いって、わたしの両りょう手てを握にぎってくる。

　千ち帆ほちゃんの言こと葉ばに、わたしは目めを見み開ひらいた。

　あんなにくもっていた心こころに、晴はれ間まが出でてきたかのよう。

　うん！　とうなずくわたしに、千ち帆ほちゃんは、にやっと悪わるい顔かおをした。

　どうしたの？　と聞きく間まもなかった。

「……えい！」

「わっ！」

　思おもいっきり、手てを引ひっぱられて、わたしはプールの中なかにダイブ！

　ぷはっと水すい面めんから顔かおを出だして、じろっと見みると、千ち帆ほちゃんは楽たのしそうな顔かおをしていた。

「もう！　千ち帆ほちゃん！」

「元げん気き出でた？」

　聞きかれて、面めん食くらってしまう。

　一いっ瞬しゅん、悩なやんでいたことを忘わすれてしまっていた。

　千ち帆ほちゃんの荒あら療りょう治じがおかしくて、笑わらいが込こみ上あげてくる。

「うん、やっぱり私わたしは、ほのちゃんが笑わらってるところが好すきだな！」

「わたしも！　そんな千ち帆ほちゃんが、大だい好すきだよ！」

　千ち帆ほちゃんが友ともだちで、よかった！
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　曲まがり角かどで千ち帆ほちゃんと別わかれて、家いえへと向むかう。

　プールで涼すずんだ体からだが、夏なつの日ひ差ざしで汗あせばんでくる。

　そのとき、ピコンとスマホが鳴なった。





ほのちゃん、今いまどうしてる？

今こん週しゅうは土ど曜ようまで模も試しがあって

会あえなくてごめんね

来らい週しゅうの日にち曜ように、鳥とり井い原はら神じん社じゃで

夏なつ祭まつりあるの知しってる？

よかったら一いっ緒しょに行いこうよ！






　つかさ先せん輩ぱいからのメッセージだ！

　夏なつ祭まつり……。

　そっか、もうすぐだったなぁ。

　もちろん返へん事じは「はい！」一いっ択たくだ！
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　冷れい房ぼうの効きいたリビングで、わたしは鏡かがみを前まえに振ふり返かえった。

「お母かあさん、どこか、変へんじゃない？」

「よく似に合あってるよー。さすが私わたしの娘むすめ！」

　夏なつ祭まつり当とう日じつ。

　わたしはお母かあさんに、浴衣ゆかたを着きせてもらっていた。

　白しろ地じに、赤あかい朝あさ顔がおがちりばめられた、かわいい浴衣ゆかた。

　髪かみもいつもと違ちがって、頭あたまの上うえでお団だん子ごにして、かんざしを挿さした。

　浴衣ゆかたと同おなじ、赤あかいガラス玉だまのかんざしだ。

「大だい丈じょう夫ぶ。ちゃーんと、かわいいよ。バッチリ決きまってるから！　これで彼かれ氏しもメロメロね」

「かっ、彼かれ氏しって！」

　お母かあさんには、まだ先せん輩ぱいのことを話はなしていなかったはずなのに！

「彼かれ氏しとデートじゃないの？　ほのか、最さい近きんかわいくなったから、てっきりそうなんだと思おもってた」

「う、えと…………。そ、そう、デス……」

　こういうことをお母かあさんに話はなすのは、なんだか恥はずかしい。

　両りょう手てで顔かおを覆おおったわたしに、お母かあさんは、にっこり笑わらう。

「お父とうさんには、ヒミツにしておかないとね。ショック受うけちゃうから」

「そ、そうなの？」

　お父とうさんに、つかさ先せん輩ぱいを紹しょう介かいするところを、想そう像ぞうしてみた。

　～～～～わぁぁ照てれくさい！

　わたしの彼かれ氏しです、って言いうの？

　むりー！

　一人ひとりであわてだしたわたしに、お母かあさんはくすくす笑わらっている。

　そして、巾きん着ちゃくを差さし出だしてきた。

「じゃあこれは、お母かあさんからプレゼント。楽たのしんでらっしゃい」

　それは、金きん魚ぎょの形かたちをした巾きん着ちゃくだった。

　手しゅ芸げいの得とく意いなお母かあさんが、作つくってくれたみたい。

「ありがとう！」

「あんまり遅おそくならないようにね」

「はーい。じゃあ行いってきます！」

　そうしてわたしは、下げ駄たを履はいて家いえを出でた。
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　神じん社じゃは、たくさんの人ひとでにぎわっていた。

　町まち一いち番ばんのお祭まつりだもんね。

　終おわりぎわには、花はな火びも上あがる予よ定ていだ。

　鳥とり居いの前まえに、つかさ先せん輩ぱいの姿すがたを見みつけて、わたしは駆かけ寄よった。

「先せん輩ぱい！　待またせてすみません」

「大だい丈じょう夫ぶだよ。俺おれも今いま、来きたとこだから」

　先せん輩ぱいは、グレーの甚じん平べいを着きていた。

　甚じん平べい姿すがたを見みるのは初はじめてだけど、よく似に合あっている。

　というか、すごくかっこいい……。

　先せん輩ぱいが、ふわっと笑わらいかけてきた。

「ほのちゃん、浴衣ゆかただ。かわいい」

「あ、う……先せん輩ぱいも、かっこいいです……」

　先せん輩ぱいの不ふ意い打うちに、真まっ赤かになってしまう。

　お母かあさんに着きつけ、お願ねがいしてよかったー！

　髪かみも、自じ分ぶんでがんばったし！

　先せん輩ぱいが、屋や台たいのほうに目めをやった。

「なんか、すごい人ひと込ごみだね」

「ほんとに。はぐれちゃいそう」

　同おなじ学がっ校こうの人ひとも、いっぱいいそうだなぁ。

　千ち帆ほちゃんにも、会あうかもしれない。

　去きょ年ねんまでは、毎まい年とし、千ち帆ほちゃんと来きていた夏なつ祭まつりだけど、「村むら瀬せ先せん輩ぱいと楽たのしんでおいで！」って言いってくれたんだ。

　毎まい年とし恒こう例れいのことだったから、申もうし訳わけないなって迷まよった。

　だけど、わたしのかわりに坂さか木きくんを誘さそうから、大だい丈じょう夫ぶだって。

「……あの、さ、ほのちゃん」

　先せん輩ぱいの様よう子すが、なんだか変へんだ。

　目め線せんはどこかかなたを向むいていて、なにか言いいよどんでいる。

「あの……手て、つながない……？」

　えっ、手て？

　わたしが言こと葉ばの意い味みを理り解かいする前まえに、先せん輩ぱいは続つづけた。

「ほら！　こんなに人ひとが多おおいとさ、はぐれちゃうかもしれないし！　えっと……。ほのちゃんがいやだったら、いいけど……」

　わたしと先せん輩ぱいが、手てをつなぐ……？

　ということに、ようやく気きがついて、顔かおがぼんっと熱あつくなった！

「えっと、あのっ、その……！」

　あっ！

　もしかして、この前まえのショッピングモールでも、先せん輩ぱい、そう言いおうとしてたのかな!?

「ごめん、いや、だよね」

「いやじゃないですっ！」

　思おもわず言いっちゃって、はっとなった。

　だっ、だいたんすぎた!?

　先せん輩ぱい、びっくりした顔かおしてるし！

　ど、どうしよう……。

「っあはは！　俺おれも！　一いっ緒しょだね」

「えと、いやじゃない、ってところがですか？」

　先せん輩ぱいは笑わらいながら、「うん」とうなずいた。

　笑わらわれちゃって、ちょっぴり恥はずかしかったけど、一いっ緒しょってところは、なんだか嬉うれしい。

「じゃあ、はぐれないように、お手てをどうぞ」

　先せん輩ぱいが差さし出だしてきた手てに、わたしはドキドキしながら、そっと自じ分ぶんの手てを重かさねた。

　先せん輩ぱいの顔かおは、少すこし赤あかい。

　きっと、わたしも同おなじなんだろうな。

　ぎゅっと握にぎってくれて、なんだかすごく、カップルっぽい……。

　恥はずかしくて、なにも言いえなくなっちゃった。

　お祭まつりのざわめきの中なかを、手てを引ひかれて歩あるいていく。

　あらためて、『彼かの女じょ』になったんだなぁって実じっ感かんしちゃった。
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「おー、つかさ。なんだデートかよ～」

　声こえをかけてきたのは、先せん輩ぱいのお友ともだちみたい。

　びっくりして、思おもわずつないでいた手てを、はなしちゃった。

「村むら瀬せ、彼かの女じょ連づれだー！」

「甚じん平べいとか着きて、調ちょう子し乗のりやがって～」

　先せん輩ぱいのまわりには、次つぎ々つぎと男だん子しが集あつまってくる。

　あっという間まに囲かこまれちゃった！

　ど、どうしよう……！

「彼かの女じょちゃん、かわい～」

「村むら瀬せになにか、いやな思おもいさせられてない？」

「つかさのどこが、良よかったの？」

　一いち度どに聞きかれて、テンパってしまう。

　救すくいを求もとめて、つかさ先せん輩ぱいを見み上あげると、わたしの気き持もちをわかってくれたのか、お友ともだちに向むかって、しっしと手てを振ふる。

「おまえら、デートのジャマすんなよ」

「わー、村むら瀬せがナマイキだー！」

「そんなこと言いって、射しゃ的てき勝しょう負ぶ、勝かち逃にげする気きだな～？」

　そんな声こえが上あがって、わいわい楽たのしそう。

　友ともだちが多おおい先せん輩ぱいだもんね。

　よく考かんがえたら、去きょ年ねんまでは、みなさんとお祭まつりを楽たのしんでいたんだ……。
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　手てを振ふって、みなさんは去さっていく。

「先せん輩ぱい、大だい人にん気きですね」

「からかわれてるだけだよ……。いやな思おもいさせて、ごめんね」

「いやだなんて、そんな！　先せん輩ぱいのお友ともだちですし……」

　二人ふたり並ならんで歩あるくけど、もう一いち度ど手てをつなぐタイミングを、つかみそこねていた。

　何なん度どか、先せん輩ぱいもちらっと見みてきたけど、口くちを開ひらく前まえに、先せん輩ぱいのお友ともだちが声こえをかけてくるんだ。

　先せん輩ぱいも先せん輩ぱいで、わたしに向むかって、

「焼やきそば買かわない？」

とか、

「リンゴ飴あめ食たべようよ！」

とか言いってくるから、なかなかチャンスをつかめなくて……。

　でも、屋や台たいのおじさんが、

「おっ、彼かの女じょづれ？　一個こおまけしとくよ～」

って、リンゴ飴あめを一個こおまけしてくれたのは、嬉うれしいような、恥はずかしいようなって感かんじだったなぁ。

「あっちのほうで、ちょっとゆっくりしようか」

　そう言いって先せん輩ぱいは、案あん内ない所じょのほうを指ゆび差さした。

　うぅ、もう一いち度ど手てをつなぐのは、あきらめたほうがいいみたい……。




　案あん内ない所じょの裏うら手ては、少すこしだけ人ひとが少すくない。

「けっこう、学がっ校こうのやつらと会あうね」

　わたしたちは、そこで、買かったばかりのかき氷ごおりを食たべていた。

　本ほん音ねを言いえば、二人ふたりで歩あるきたかったな。

　だけど、先せん輩ぱいのお友ともだちを、無む下げにするわけにもいかないし……。

　わたし、心こころがせまいみたい……。

　わたしは先せん輩ぱいの顔かおを見みられなくて、かき氷ごおりに視し線せんを落おとした。

「毎まい年とし、クラスの連れん中ちゅうと来きてたのを、今こ年としはパスしたから、茶ちゃ化かしてくるんだよ」

「そう、なんですね」

　半はん分ぶん、迷めい惑わくそうに言いう先せん輩ぱい。

　わたしは、もごもごとしか、返かえせなかった。

　今こ年としはわたしがいるから、断ことわってくれたんだよね。

　先せん輩ぱいは、本ほん当とうに人にん気き者ものだ。

　中ちゅう学がく最さい後ごの夏なつ祭まつり。先せん輩ぱいは、友ともだちと思おもい出でを作つくらなくてよかったのかな？

　先せん輩ぱいとお祭まつりを回まわりたかった人ひとも、きっといたはずだ。

　一いっ瞬しゅん、マネージャーさんの顔かおが浮うかんだ。

　去きょ年ねんは、あの人ひとも一いっ緒しょだったのかな……？

「ほのちゃ……」

「つかさー！　射しゃ的てき勝しょう負ぶしようぜー！」

　そのとき、また声こえをかけられてしまった。

　先せん輩ぱいは困こまったように、わたしを見みてくる。

　いけない、いけない！　ちゃんと笑わらってなきゃ。

「先せん輩ぱい、行いってきてください！　わたし、後うしろで見みてますから」

「そう？　じゃあ、すぐ終おわらせてくるから」

　先せん輩ぱいはわたしに手てを振ふって、声こえをかけてきたお友ともだちのところへ駆かけていく。

「今こ年としこそ、負まかしてやるぜ！」

「返かえり討うちにしてやるよ！」

　やっぱり、お友ともだちと遊あそびたかったんじゃないのかな。

　射しゃ的てきの鉄てっ砲ぽうを構かまえる先せん輩ぱいは、満まん面めんの笑えみを浮うかべている。




　もしかして、わたし、先せん輩ぱいのジャマになってる……？
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　勝しょう負ぶを終おえた先せん輩ぱいは、友ともだちに手てを振ふって、もどってきた。

　かき氷ごおりは、だいぶ溶とけてしまっている。

　残のこり少すくない氷こおりを、わたしは一いっ気きに流ながし込こんだ。

　甘あまったるさが口くちの中なかに広ひろがって、頭あたまがキーンとしてくる。

　なにをやってるんだろう……。

　なんだか、うまくいかないな。

「待またせてごめんね、ほのちゃん」

「い、いえ、べつに……」

　先せん輩ぱいの顔かおは、見みられなかった。

　こんな黒くろい気き持もちを抱いだいてるなんて、知しられたくない。

　目めを合あわせたら、伝つたわっちゃいそうで、なにも言いうことができない。

　先せん輩ぱいも、黙だまり込こんでしまった。

　大だい丈じょう夫ぶですって、ちゃんと笑え顔がおで言いうべきだったのに。

『べつに』じゃ、不ふ機き嫌げんなの、丸まるわかりじゃない？

　せっかくのデートなのに、わたしがいやな空くう気きにさせてしまっている。

　先せん輩ぱいが、じっとわたしの顔かおを、のぞきこんでくる。

　うぅ、なんだか気きまずい……。

　先せん輩ぱいが、わたしの手てを取とった。

「ほのちゃん、こっち来きて」

　かき氷ごおりのカップを捨すてて、先せん輩ぱいがわたしの手てを引ひっぱる。

　花はな火びは、神じん社じゃのそばの河原かわらから上あがるから、高たか台だいからのほうが見みやすい。

　もうすぐ花はな火びの時じ間かんだから、先せん輩ぱいはそこを目め指ざすんだろう。

　でも、先せん輩ぱいはずっと黙だまり込こんでいる。

　どうしよう、怒おこらせちゃったのかな。

　出で店みせを見みて回まわっている間あいだも、なんだか気きをつかわせてる気きがしたし。

　もしかして、わたしのこと、いやになったのかもしれない。

　だめだ、泣ないてしまいそう……。
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「……ほのちゃんは」

　そのとき、硬かたい声こえで先せん輩ぱいが言いった。

　先せん輩ぱいは、振ふり返かえらない。

　それが、なんだか不ふ安あんをあおって、「もしかして」と思おもったことが現げん実じつになってしまいそうな気き持もちになってくる。

　高たか台だいに着ついて、先せん輩ぱいは足あしを止とめた。

　この高たか台だいには、初はじめて来きた。穴あな場ばみたいで、人ひともまばらだ。

　振ふり返かえった先せん輩ぱいは、真しん剣けんな表ひょう情じょうをしていた。

「……ほのちゃん、そんなにがまんしなくても、いいんだよ？　俺おれら、付つき合あってんじゃん。言いいたいことがあったら、言いってよ」

　先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしは答こたえることができない。

　だって、ワガママを言いって、嫌きらわれたくない……。

　なにも言いえずにいるわたしに、先せん輩ぱいは続つづけた。

「俺おれ、こういう性せい格かくだから、勝かっ手てにほのちゃんを、振ふり回まわしてるんじゃないかって……。屋や台たいも俺おれのおすすめで選えらんじゃったし、ほのちゃんと付つき合あってることが嬉うれしくて、学がっ校こうの連れん中ちゅうが話はなしかけてきたら、つい自じ慢まんするみたいに相あい手てにしちゃってたし……。ほのちゃんの気き持もちを、ちゃんと考かんがえてなかったのかなって」

　先せん輩ぱい、そんな風ふうに思おもっていたんだ……。

　それなのに、わたしは自じ分ぶんのことばっかりで。

「本ほん音ねを、話はなしてほしいんだ」

　ドキッとした。

　さっき、あいまいな返へん事じをしちゃったもんね。

　先せん輩ぱいが気きにするのも、しかたがない。

「ほのちゃんを、責せめてるわけじゃないんだよ!?　もしかして、俺おれに言いいづらいのかなって」

「そ、そういうわけじゃ、ないんですけど……」

　なんて言いったら、いいんだろう？

　正しょう直じきに言こと葉ばにして、嫌きらわれちゃうのが怖こわい。

「……もう、俺おれのこと、好すきじゃなくなった？」

「そんなことっ……！」

　先せん輩ぱいは笑わらっているけど、どこか悲かなしそうだ。

　そんな顔かおをさせたいわけじゃないのに。

　なにも言いえずにいるわたしに、先せん輩ぱいが口くちを開ひらいた。

「俺おれ、どっちかっていうと、いじられキャラだしさ。この前まえ、モールでクラスの連れん中ちゅうと一いっ緒しょにいるとこを見みて、幻げん滅めつしちゃった？　もしそうなら、遠えん慮りょせずに言いってほしい」

　そんなこと、ぜんぜん思おもってないのに。

　わたしは、つばをごくりと飲のみ込こんだ。

「……わ、わたしは、先せん輩ぱいのほうが、わたしと別わかれたいと思おもってるんじゃないのかなって……」

「えっ!?」

　先せん輩ぱいが、目めを丸まるくする。

「なんで!?」

「だ、だって！　先せん輩ぱいは友ともだちが多おおいし、今日きょうも、仲なかのいい人ひととお祭まつり、回まわりたかったんじゃないのかなって……。勉べん強きょうのことだって、わたしじゃ力ちからになれないし……。同おなじ学がく年ねんの人ひとのほうが頼たよりになりますよね……？」

　言いいながら、どんどん視し線せんが落おちていってしまう。

　自じ分ぶんの言こと葉ばで、よけいに落おち込こんでしまう。

　口くちにすると、やっぱりそれが事じ実じつなんだなって気きがしてきた。

「たとえば、バスケ部ぶのマネージャーさんとか……。あの人ひと、頭あたまよさそうだし、冗じょう談だんも言いい合あえますよね。先せん輩ぱいは、同おなじ学がく年ねんの人ひとのほうが、一いっ緒しょにいて楽たのしいんじゃないんですか……？」

　二年ねんの歳としの差さは、埋うめられない。

　先せん輩ぱいが、同おなじ学がく年ねんの人ひとと一いっ緒しょにいるところを見みるたびに、わたしじゃ釣つり合あわないんだなって思おもってしまう。

　勉べん強きょうを教おしえることもできない。

　からかうなんて、もってのほか。

　わたしは『二つ年とし下したの後こう輩はい』でしかないんだって。

　わたしたちの間あいだに、沈ちん黙もくが落おちる。

　なにか言いったほうがいいのかな。先せん輩ぱい、なにか言いってよ……。

「……ほのちゃん、誤ご解かいしてる」

　先せん輩ぱいが、静しずかに言いった。
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　先せん輩ぱいの言こと葉ばに、わたしは顔かおを上あげた。

　まっすぐな視し線せんが、突つき刺ささる。

　その瞳ひとみを見みて、わたしは言こと葉ばに詰つまってしまった。

「俺おれはさ、ほのちゃんがいるから、がんばろうって思おもえるんだよ。他ほかの誰だれかじゃだめなんだ」

　先せん輩ぱいの言こと葉ばには、裏うらがない。

　本ほん音ねなんだなって、伝つたわってくる。

　だけど、一いち度ど思おもい込こんでしまったわたしの心こころは、頑かたくなになってしまっている。

　本ほん当とう？

　気きをつかってるんじゃないのかな。

「マネージャーって言いったけど、あいつは、ただのクラスメイトでしかないよ？　俺おれが好すきなのは、ほのちゃんだから」

　その言こと葉ばに、胸むねがずきんと痛いたむ。

　本ほん当とうに？

　あんなに仲なかよさそうだったのに。

「どうしたら信しんじてもらえるかな……。そうだ！　ほのちゃんの好すきなとこ、言いっていこうか？」

「えぇ!?」

　とまどうわたしをよそに、先せん輩ぱいは、ピッと人ひと差さし指ゆびを立たてた。

「まず優やさしいとこ！　いつもちゃんとまわりを見みてて、気きを配くばってくれてる。それから、なにごとにも、一いっ生しょう懸けん命めい取とり組くむとこ。体たい育いく祭さいのパネル係がかりとか、がんばっててえらいなーって思おもってた。あと、かわいいとこ！　そのままでもかわいいんだけど、笑わらった顔かおとか、もう威い力りょくバツグン。俺おれもがんばらなきゃなーって、やる気きがわいてくる！　それから……」

「ちょっ……ちょっと、ちょっと待まってください、先せん輩ぱい！」

　それ以い上じょう続つづけられたら、わたしの心しん臓ぞうがもたない！

　ほめられまくって、もういっぱいいっぱいだ！

「それを言いうなら、わたしも先せん輩ぱいの好すきなとこ、いっぱいありますよ!?　まわりをちゃんと見みてるって、先せん輩ぱいはわたし以い上じょうだし！　パネルが破やぶれたときなんか、レナ先せん輩ぱいのフォローもして、応おう援えん団だんのみなさんに手て伝つだうように働はたらきかけてくれて、めちゃくちゃ助たすかりましたし！　わたしの勉べん強きょうを見みてくれたのも助たすかりました！　あと、バスケもうまいですよね？　いつも、岡おか本もと先せん輩ぱいがシュートを決きめてるけど、あれ、つかさ先せん輩ぱいのアシストがあってのことですよね。それから今日きょうみたいに、いろんな人ひとが話はなしかけてくるのは、先せん輩ぱいの人ひと柄がらあってのことだと思おもうし、あと先せん輩ぱいの笑え顔がおのほうが、わたしからしたら、ずっとかわいいって思おもうし……」

「ほ、ほのちゃん、ストップストップ！　もうわかったから！　これ恥はずかしいね！」

　なんで、こんな話はなしになったんだっけ!?

　わたしたちは、肩かたで息いきをしていた。
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「信しんじてくれた……？」

　その言こと葉ばに、はっとした。

　わたし、先せん輩ぱいのことを信しんじられていなかったのかな……？

　……そうかもしれない。

　付つき合あってるのに、本ほん当とうの気き持もちを言いえなくて。

　これじゃあ、『彼かの女じょ』って言いえる資し格かくなんてない。

「俺おれが好すきなのは、ほのちゃんだけだよ」

　気きづけば、熱あつい涙なみだが頬ほおを伝つたっていた。

　わたし、ちゃんと先せん輩ぱいと向むき合あえていなかったんだ。

　大だい事じなことを忘わすれていた。

　──『わたし』が、先せん輩ぱいを好すきってことを、見み失うしなっていた。

　誰だれかが先せん輩ぱいのことを好すきとか、支ささえになれないとか。

　勝かっ手てな理り由ゆうをつけて、あきらめようとしていた。

　先せん輩ぱいはずっと、本ほん当とうの気き持もちを伝つたえてくれていたのに。

　わたしは？

　ちゃんと言いえていた？

　言いわなきゃ。わたしの本ほん当とうの気き持もち。

「わたしも……！　わたしも、先せん輩ぱいのことが、好すきです」

　後あとから後あとから涙なみだが込こみ上あげてきて、そんなことしか言いえない。

　誰だれかが先せん輩ぱいのことを好すきでも、わたしの気き持もちを抑おさえる必ひつ要ようなんてない。

　先せん輩ぱいも、わたしのことを好すきだって言いってくれてるんだもん。

　大だい好すきな人ひとの言こと葉ばを、わたしが信しんじなくてどうするの？

　涙なみだを拭ぬぐうわたしの前まえに、先せん輩ぱいは一歩ぽ近ちかづいてくる。

　そして、ふわりと抱だきしめられた。

　びっくりして、涙なみだもひっこんじゃった。

「もう、他ほかの人ひとのほうがいいんじゃなんて言いわないでよ？　俺おれは、ほのちゃんがいいんだから」

「はい……すみません……」

「いや、俺おれも不ふ安あんにさせちゃってたんだね。ごめんね、ちゃんとほのちゃんのこと、大だい事じに思おもってるから」

「先せん輩ぱいが、あやまる必ひつ要ようないですぅ……」

　自じ分ぶんが情なさけなくて、でも嬉うれしくて、幸しあわせで、また涙なみだがあふれ出でてくる。

　先せん輩ぱいの甚じん平べいを濡ぬらしてしまっている。

　気きづいてるだろうけど、先せん輩ぱいは気きにすることなく、ぎゅっと抱だきしめてくれる。

　そんなことされたら、よけいに涙なみだが止とまらないよー！

　そのとき、ドンっと音おとがした。

　わたしたちがそろって顔かおを向むけると、夜よ空ぞらにきれいな花はなが咲さく。

　花はな火びが始はじまったんだ。

「きれい……」

　思おもわず、言こと葉ばがこぼれた。

　毎まい年とし見みてきたはずの花はな火びなのに、今いままでで一いち番ばんきれいに見みえる。

　きっと、先せん輩ぱいと一いっ緒しょに見みているからだろう。

「……ほんとに」

　至し近きん距きょ離りで、先せん輩ぱいが言いう。

　先せん輩ぱいはそっと腕うでを離はなして、涙なみだを拭ぬぐってくれた。

　手てをつないで、二人ふたりで夜よ空ぞらを見み上あげた。

　冷れい静せいになると、この状じょう況きょうが恥はずかしくなってくる。

　なんだか落おち着つかなかったけど、わたしは花はな火びに夢む中ちゅうなふりをした。

　花はな火びは次つぎ々つぎに上あがる。

　赤あかや緑みどりの花はなびらが、夜よ空ぞらに咲さいては、消きえていく。

　ずっと、この時じ間かんが続つづけばいいのにな。

　好すきな人ひとのそばで見みる花はな火びが、こんなにきれいだなんて、知しらなかった。

　理り由ゆうはそれだけじゃない。

　おたがいの本ほん当とうの気き持もちを知しれたから、世せ界かいが輝かがやいて見みえるのかもしれない。




　きっとわたしは、この光こう景けいを一いっ生しょう忘わすれない。

　そう思おもいながら、二人ふたりで花はな火びを見みていた。
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[image: ９　ゆううつな実力試験]

　それからの夏なつ休やすみは、いろんなことをして過すごした。

　平へい日じつは、千ち帆ほちゃんとプールに行いったり、おたがいの家いえに遊あそびに行いったり。

　土ど日にちは、先せん輩ぱいとデート！

　図と書しょ館かんで一いっ緒しょに、夏なつ休やすみの宿しゅく題だいをしたりもした。

　──そして、楽たのしかった夏なつ休やすみも終おわりを迎むかえた。
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「やーだーなー！」

　机つくえにつっぷした千ち帆ほちゃんは、ため息いき混まじりにそう言いった。

　それもそのはず。

　今日きょうはこれから、実じつ力りょく試し験けん。

　夏なつ休やすみが楽たのしかったぶん、新しん学がっ期き早そう々そうの試し験けんに、ゆううつになってくる。

「千ち帆ほちゃんがんばろ！　そうだ、終おわったら、アイス食たべに行いこうよ」

「いいね、それ！　よーし、ガゼンやる気きが出でてきた！」

　がばっと身みを起おこした千ち帆ほちゃんは、目めをキラキラさせてそう言いう。

　わたしも楽たのしみがないと、ちょっとやる気きが起おきなかったかも。

　さーて、がんばろう！
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　永えい遠えんみたいに感かんじた試し験けんが終おわって、約やく束そくどおり、わたしたちはアイス屋やさんへと向むかった。

　冷れい房ぼうの効きいた店てん内ないで、冷つめたいアイスクリーム。

　カラフルなアイスに目め移うつりしちゃったけど、わたしはキャラメルアイス、千ち帆ほちゃんはオレンジシャーベットにした。

「は～、最さい高こうだね。ずーっとこうして、アイス食たべていたい」

「千ち帆ほちゃんってば。そんなにアイスばっか食たべてたら、おなか壊こわしちゃうよ」

「でもアイスって、夏なつの醍だい醐ご味みじゃない？　冬ふゆにこたつで食たべるアイスも最さい高こうだけど」

「たしかに」

　アイスって夏なつの風ふう物ぶつ詩しだよね。かき氷ごおりも捨すてがたいけど。

　かき氷ごおりを思おもい浮うかべたところで、夏なつ祭まつりのかき氷ごおりを思おもい出だした。

　溶とけかけて、甘あまったるくて、悲かなしい気き持もちになったかき氷こおり。

　あれはちょっと残ざん念ねんな味あじだったけど、そのあとの先せん輩ぱいとのやりとりのおかげで、気きにならなくなっちゃった。

　あの花はな火びは、大たい切せつな思おもい出で。

「二学がっ期きは、行ぎょう事じがいっぱいだよね」

　そうだ、二学がっ期きは、いろんなことがあるんだ。

　まずは来らい月げつの文ぶん化か祭さい。

　小しょう学がっ校こうと違ちがって、中ちゅう学がっ校こうでは、食たべ物もの屋やさんとかステージとか、本ほん格かく的てきなものを準じゅん備びするって聞きいた。

　うちのクラスは、なにをするんだろう？

　今こん度どのホームルームに、みんなで話はなし合あうみたい。

「文ぶん化か祭さいに、クリスマスに、修しゅう学がく旅りょ行こう……は、来らい年ねんか。ほのちゃん、楽たのしみだね！」

　わたしは大おおきくうなずく。

　それに、美び術じゅつ部ぶの絵えのコンクールもある。

　忙いそがしくなりそうだなぁ。

　文ぶん化か祭さいやクリスマスは、つかさ先せん輩ぱいと一いっ緒しょに過すごせるかな？

　先せん輩ぱいとの思おもい出でを、もっとたくさん作つくっていきたいな。

「文ぶん化か祭さいは、もう先せん輩ぱいと約やく束そくしてる？」

「まだだけど、一いっ緒しょに回まわれたらいいなぁ」

「ちょっとでもいいから、私わたしとも過すごしてよね！」

「もちろんだよー！」




　行ぎょう事じの詰つまった二学がっ期きに、このときのわたしは、まだわくわくしていたんだ。

　あんなことが起おきるなんて、知しらないまま……。
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　実じつ力りょく試し験けんの結けっ果かが返かえってきた日ひ。

　わたしは先せん輩ぱいと一いっ緒しょに下げ校こうしていた。

「一いっ緒しょに帰かえるの、久ひさしぶりですね」

「そう……だね」

　休やすみ時じ間かんとかに少すこし会あえたりはしたけど、時じ間かん割わりが合あわなくて、二学がっ期きになってから一いっ緒しょに帰かえるのは、まだ二回かい目めだ。

　文ぶん化か祭さいのことも、まだ話わ題だいにできていない。

　先せん輩ぱいだって、クラスの出だし物ものがあるだろうし、きっと忙いそがしいよね。

　バスケ部ぶでも、なにかするのかもしれないし。

　ちらっと、先せん輩ぱいの顔かおを見み上あげてみる。

　話はなしを切きり出だしたいけど……なんだか先せん輩ぱいの様よう子すがおかしい。

　わたしの言こと葉ばにも上うわの空そらだし、どこかぼんやりしている。

　なにかあったのかな……？

　わたしの視し線せんにも、気きづいてないみたい。

「せんぱ……」

「あのさ、ほのちゃん」

　そのとき、ふいに先せん輩ぱいが切きり出だした。

　真しん剣けんな表ひょう情じょう。

　まっすぐに見みつめてくるその瞳ひとみには、どこか固かたい決けつ意いが込こめられていた。

「ほのちゃん、実じつはさ……」

　先せん輩ぱいの表ひょう情じょうに、なんだかいやな予よ感かんがしてくる。

　いったい、なにを言いわれるの……!?







[image: 10　ほのちゃん断ちます！]

「……実じつ力りょく試し験けん、でさ」

　身みがまえたわたしが、先せん輩ぱいから切きり出だされたのは、そんな言こと葉ばだった。

　実じつ力りょく試し験けんって、今日きょう、テスト用よう紙しが返かえってきた？

　三年ねん生せいも、今日きょう返かえされたのかな。

　夏なつ休やすみに宿しゅく題だいをがんばったおかげか、わたしはなかなかいい結けっ果かを出だせたんだけど……。

　先せん輩ぱいの表ひょう情じょうは、さえない。

「実じつは俺おれ、あんまり結けっ果かがよくなかったんだ」

　打うち明あけられたことに、パチパチとまばたきをしてしまう。

　先せん輩ぱい、夏なつ休やすみは塾じゅくに行いって、がんばっていたはずだ。

　それなのに、だめだったなんて……。

　そう考かんがえたところで、はっとした。

「夏なつ休やすみ、わたしと遊あそんでいたせいで……」

「違ちがうよ！　ほのちゃんのせいじゃない！　でも……」

　先せん輩ぱいは、苦くるしそうな表ひょう情じょうで黙だまり込こんでしまう。

　なにも言いえなかった。

　三年ねん生せいの他ほかの先せん輩ぱいも、「受じゅ験けん生せいは夏なつが勝しょう負ぶ」って言いってたよね。

　だけど、わたしたちは週しゅう末まつのたびに、いっぱい遊あそんでしまっていた。

　先せん輩ぱいが「大だい丈じょう夫ぶ」って言いうのを真まに受うけずに、わたしが遠えん慮りょすべきだったのかもしれない。

　うつむいたまま、先せん輩ぱいは口くちを開ひらく。

「……初はじめて好すきな女おんなの子こができて……初はじめて彼かの女じょができて。俺おれが、舞まい上あがってたんだ」

　先せん輩ぱい、苦くるしそう……。

　わたしは、なにも答こたえられない。

　先せん輩ぱいと過すごせて、わたしは今いままでで、一いち番ばん楽たのしい夏なつ休やすみだったんだ。

　初はじめての彼かれ氏しに、舞まい上あがっていたのは、わたしも同おなじ。

「でも俺おれ、自じ分ぶんの将しょう来らいのことを、ちゃんと考かんがえたくて……。だから……」

　不ふ安あんが胸むねをよぎった。

　まさか……別わかれ話ばなし？

　そんなのいやだ！

　でもすぐに頭あたまを振ふって、その考かんがえを振ふり払はらう。

　わたしだって、先せん輩ぱいの力ちからになりたい。

　重おも荷にになるなんて、絶ぜっ対たいにいやだ。
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「お別わかれしたほうがいい……ってことですよね」

　先せん輩ぱいの口くちから聞ききたくなくて、わたしはそう言いっていた。

　先せん輩ぱいの目めは、見みられなかった。

　口くちにするだけで、泣ないてしまいそう。

「えっ!?　ちょっ、ほのちゃん!?　ちょっと待まって！　なんでそんな話はなしになるの!?」

「えっ？　だって……」

　違ちがうの？

　ぽかんとするわたしに、先せん輩ぱいはあせったように続つづける。

「違ちがう違ちがう！　ほんのちょっとだけ、俺おれが『ほのちゃん断だち』するだけ！　受じゅ験けんが終おわる日ひまで……！」

　あわてた口く調ちょうで否ひ定ていする先せん輩ぱいに、びっくりしちゃった。

　先せん輩ぱいのためなら、別わかれを受うけ入いれようって覚かく悟ごしていたから、思おもわぬ言こと葉ばに、すぐには返へん事じができなかった。

「受じゅ験けんが終おわるまで、ほのちゃんに、俺おれのこと待まっててほしいんだ。だめ、かな……？」

「だめじゃないです！」

　先せん輩ぱいが合ごう格かくするように、受じゅ験けんが終おわる日ひまで会あわない。

　淋さびしいけど、先せん輩ぱいのためなら、きっとがまんできる。

「……願がん掛かけ、ですね」

「うん、そう」

　いきなり先せん輩ぱいが、がしがし頭あたまをかいた。

「……あー、俺おれ、情なさけないよな。自じ分ぶんで大だい丈じょう夫ぶとか言いってたくせに、彼かの女じょにがまんさせなきゃ、だめだとか」

「そ、そんなことないです！　あの、先せん輩ぱいががんばっている間あいだ、わたしもがんばりますから。少すこしでも成せい長ちょうしておけるように」

　意い気き込ごむわたしに、先せん輩ぱいはくしゃっと笑わらった。

「ほのちゃんがそれ以い上じょう、魅み力りょく的てきになっちゃったら、俺おれ、困こまるな」

「なっ、に言いってるんですかー！　それはこっちのセリフですよ！」

　ただでさえ、人にん気き者ものの先せん輩ぱいなんだ。

　はっ！

　会あえない間あいだに、先せん輩ぱいのことを好すきになっちゃう人ひとがいたら、どうしよう!?

「ほのちゃん、俺おれのこと好すきでいてよ？　お願ねがいだから、他ほかのやつのことを好すきになったりしないでね！」

「当あたり前まえです！　先せん輩ぱい以い外がいを好すきになるなんてこと、絶ぜっ対たいにないです！」

　わたしたちは顔かおを見み合あわせて、ぷっと吹ふき出だしてしまった。




　そうしてわたしたちは、しばらくの間あいだ、会あわないことを決きめた。







[image: 11　わたしもがんばらなきゃ]

「えー!?　それで本ほん当とうに、会あわないの!?」

　お昼ひる休やすみ。

　わたしは千ち帆ほちゃんの席せきで、先せん輩ぱいとのいきさつを話はなしていた。

　千ち帆ほちゃんは、信しんじられないって顔かおをしている。

「うん。おたがいにがんばろうねって」

「はぁ……。まじか……」

　頭あたまを抱かかえる千ち帆ほちゃん。

「だってまだ、付つき合あって三ヶか月げつくらいでしょ？　それなのに、会あわないとか……」

　言いわれてみれば、そうかもしれない。

　たしかに、わたしたちは一年ねん間かんだけしか一いっ緒しょにいられない。

　残のこり少すくない時じ間かんを、もっと一いっ緒しょにいるべきなのかもしれない。

「でもね、来らい年ねんの春はるには、先せん輩ぱいも卒そつ業ぎょうしちゃうじゃん？　そしたら、今いまみたいに、ひんぱんには会あえなくなるから……。これはその予よ行こう練れん習しゅうになると思おもわない？」

　わたしは明あかるく聞きこえるように言いった。

　自じ分ぶんに言いい聞きかせている、って部ぶ分ぶんもあるかもしれない。

　先せん輩ぱいが卒そつ業ぎょうしちゃったら、わたしたちはどうなるのか、考かんがえ出だすと心こころがざわざわしてくるんだ。

「そうかもしれないけどさー！」

　千ち帆ほちゃんは机つくえをバンバン叩たたく。

　まわりの子こたちがなにごとだろうと見みてくるから、やめてー！

　わたしは頬ほお杖づえをついた。

「でも……わたしもがんばるって言いったけど、具ぐ体たい的てきにはなにをしたらいいかわからなくて」

　それが悩なやみどころだった。

　先せん輩ぱいに宣せん言げんしたはいいけど、すぐには思おもいつかない。

　なにか、目もく標ひょうがないといけないよね。

　一いっ緒しょにうーんと考かんがえてくれる千ち帆ほちゃんが、あっと手てを叩たたいた。

「それならさぁ、文ぶん化か祭さいはどう？」




「それじゃあ今日きょうは、実じっ行こう委い員いんを決きめたいと思おもいまーす。誰だれか立りっ候こう補ほしたい人ひとはいますか？」

　ホームルームの時じ間かん、山やま中なか先せん生せいが言いった。

　千ち帆ほちゃんが提てい案あんしてくれたのは、このことだった。

　文ぶん化か祭さいの実じっ行こう委い員いん、それに立りっ候こう補ほしたらどうかって。

　普ふ段だんのわたしだったら、こういう目め立だつことは苦にが手て……。

　だけど、今いまのわたしにはいいかもしれないと思おもえた。

「誰だれか、いないですか？」

「…………は、はいっ！」

　思おもい切きって、手てを上あげた。

　クラスメイトの視し線せんが集あつまって、ちょっと怖おじ気けづいちゃう。

　わたし、こういうのを、自じ分ぶんからやるタイプじゃないもんね……。

　でも、がんばるって決きめたんだ。

　わたしはまっすぐ手てを上あげ続つづけた。

「はい、工く藤どうさんね。もう一人ひとりほしいところなんだけど……。男だん子しで誰だれか、いないかな？」

　山やま中なか先せん生せいがそう言いって、教きょう室しつを見み渡わたした。

　一人ひとりの男だん子しが、手てを上あげる。

「じゃあおれ、やりまーす」

　天てん神じん裕ゆう貴きくんだった。

　彼かれは帰き宅たく部ぶの男だん子しで、男だん女じょ問とわず、いろんな子ことしゃべっているのを、よく見みかける。

　さばさばしていて、話はなしかけやすいタイプなんだ。

「他ほかにいないかな？　じゃあ二人ふたりにお願ねがいします」

　クラス中じゅうから拍はく手しゅが起おきた。

　ちらっと見みると、千ち帆ほちゃんがこっそり親おや指ゆびを立たててくる。

　よし、がんばるぞー！


[image: ]






　　　　[image: ]




「それじゃあクラスの出だし物ものは来らい週しゅうまでに決きめて、委い員いん長ちょうに出だしてください。今日きょうはこれで解かい散さんにします」

　今日きょうは、実じっ行こう委い員いんの会かい議ぎ。

　各かくクラスの委い員いんが集あつまって、最さい初しょの顔かお合あわせだった。

　実じっ行こう委い員いんはクラスをまとめることだけじゃなくて、当とう日じつまでにも、いろいろとお仕し事ごとがあるみたい。

「忙いそがしくなりそうだね」

　顔かお合あわせが終おわって、教きょう室しつにもどる途と中ちゅう。

　一いっ緒しょに教きょう室しつへ向むかっていた天てん神じんくんが、わたしに向むかって言いった。

「本ほん当とうだね」

「山やま中なか先せん生せい、明日あしたのホームルームでも、文ぶん化か祭さいの話はなし合あいをするって言いってたよね。工く藤どうさん、黒こく板ばんに書かくのを、お願ねがいしてもいいかな？　しゃべるのは、おれがやるから」

「えっ、いいの？」

「もちろん。工く藤どうさんのほうが、字じきれいだし」

　にっと笑わらう天てん神じんくん。

　もしかして、わたしが人ひと前まえでしゃべるのが苦にが手てなのに気きづいて、気きをつかってくれたのかな？

　こういうところが、みんなから好すかれている理り由ゆうなんだろうなぁ。

　一いっ緒しょに委い員いんをする人ひとが、天てん神じんくんでよかった。

「ありがとう、天てん神じんくん」

「いいって、いいって」

　笑え顔がおで手てをひらひらさせる天てん神じんくんに、わたしもつられて笑わらっていた。
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「それじゃあ多た数すう決けつを取とりまーす」

　次つぎの日ひのホームルーム。

　天てん神じんくんが司し会かいをつとめて、わたしが黒こく板ばんに書かき出だしていく。

　みんなから出でた意い見けんは、お化ばけ屋や敷しきと、カフェと、ミュージカル。

　どれも一いっ長ちょう一いっ短たんあって、話はなし合あいじゃ決きまらなそうで……。

　順じゅん番ばんに手てを上あげてもらう。

「お化ばけ屋や敷しきが10人にん、カフェが13人にん、ミュージカルが７人にん。じゃあうちのクラスはカフェってことでいいですか？」

「はーい」

　みんなの声こえが重かさなる。

「他ほかのクラスと被かぶっていたら抽ちゅう選せんになるそうなので、この三つで出だします。ひとまずは、どんなカフェにするか決きめていきたいと思おもいます」

　それからいろんな案あんが出でて、話はなし合あいが進すすんでいった。
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　実じっ行こう委い員いんと、クラスの出だし物ものと、美び術じゅつ部ぶの展てん示じ。

　気きづけば、やらなきゃいけないことが、いっぱいになっていた。

　きちんとスケジュール管かん理りしないと、大たい変へんなことになりそう……。

「ほのかー？　起おきてるー？」

　お母かあさんの声こえに、はっとした。

　今いまは、夕ゆうごはんの時じ間かん。

　いけない、ちょっとうたた寝ねしちゃってたみたい。

「スマホばかり見みて……と思おもったら、今こん度どはうたた寝ね？　大だい丈じょう夫ぶなの？」

「うん、大だい丈じょう夫ぶ」

　昨日きのう、カフェに必ひつ要ようなものを書かき出だしていたら、つい夜よふかししちゃったんだよね。

　いけないいけない、ちゃんと体たい調ちょう管かん理りもしなきゃ。

　がんばるって、口くちだけになっちゃう。

「あんまり無む理りしないようにね。でも精せいいっぱいやりなさい。一年ねん生せいの今いまのうちに」

　今いまのうち……。

　つかさ先せん輩ぱいのことが、頭あたまに浮うかんだ。

　やらなきゃいけないことが多おおくて、最さい近きんは充じゅう実じつしている毎まい日にちだ。

　忙いそがしいけど、楽たのしくもある。

　受じゅ験けんまで、あと二年ねん。

　思おもえば、中ちゅう学がく三年ねん間かんって短みじかいんだね。

　その中なかで、先せん輩ぱいと過すごせる一年ねん間かんはきっと、すごく貴き重ちょうなものなんだ。

「うん、悔くいのないように過すごすよ」

　わたしがそう言いうと、お母かあさんは応おう援えんするかのようにほほ笑えんでくれた。
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　クラスの出だし物ものは無ぶ事じにカフェに決きまって、準じゅん備びが進すすめられていった。

「当とう日じつは調ちょう理り班はんと接せっ客きゃく班はんに分わけたほうがいいかな？」

「それぞれ一回かいずつ当とう番ばんを持もつってしたらいいんじゃない？　せっかくかわいい格かっ好こうするんだし！」

「賛さん成せいー！」

　うちのクラスは、『ふしぎの国くにのアリス』をモチーフにしたカフェにしようってことに決きまった。

　放ほう課か後ごも、文ぶん化か祭さいの準じゅん備びで残のこっていた。

「遅おくれてごめんね。飲いん食しょく物ぶつ、全ぜん部ぶオッケーだって」

　生せい徒と会かいに、当とう日じつ出だすものの許きょ可かをもらいに行いっていたんだ。

　教きょう室しつに残のこっていたみんなに許きょ可か証しょうを見みせると、「おぉ！」と歓かん声せいが上あがった。

　今いまは、衣い装しょう班はんと内ない装そう班はんに分わかれて、準じゅん備びを進すすめている。

　わたしは衣い装しょう班はん。

　ワンピースやスーツは、各かく自じで持もっているものを使つかうけど、女じょ子しのエプロンと男だん子しのネコ耳みみ、ウサギ耳みみは手て作づくりするんだ。

　当とう日じつは、調ちょう理り班はんと接せっ客きゃく班はんに分わかれて回まわしていく予よ定てい。

「でもほのちゃん。実じっ行こう委い員いんって、当とう日じつもいろいろやることあるんじゃなかったっけ？」

「うん。朝あさイチの受うけ付つけと、お昼ひるごろに体たい育いく館かんの暗あん幕まく係がかりをするのは決きまってるんだ。あとはなにか起おきたときに、呼よび出だしがあるかもしれないんだって」

　午ご前ぜん中ちゅうは、ちょっとバタバタしそうだけど、午ご後ごは少すこし余よ裕ゆうがありそう。

「じゃあ、ほのかちゃんは、調ちょう理り班はんか接せっ客きゃく班はんのどっちかだけでもいいんじゃない？」

「うんうん、私わたしもそれでいいと思おもう！　大たい変へんだもん」

　そう言いってきたのは、吹すい奏そう楽がく部ぶの茉ま莉りちゃんと亜あ矢やちゃん。

　まわりの子こたちも「賛さん成せい」と言いってくれる。

「えっ、で、でも……。わたしだけって悪わるいよ」

　みんなだって、文ぶん化か祭さいを回まわりたいだろうに……。

「ほのかちゃんが、いろいろまとめてくれたから、準じゅん備びが順じゅん調ちょうに進すすんでるんだもん。みんな、いいよね？」

　清きよ恵えちゃんの呼よびかけに、教きょう室しつのあちこちから「オッケー」とか「いいよー」とか声こえが上あがる。

　みんな……。

「じゃあおれも、どっちかだけでいいかなー？」

　そのとき、職しょく員いん室しつにプリントを出だしに行いっていた天てん神じんくんが、もどってきて言いった。

「だーめー！　天てん神じんはヒマでしょ」

「そうそう。帰き宅たく部ぶなんだし働はたらけー！」

　みんなから笑わらいが起おきて、わたしも一いっ緒しょにちょっと笑わらっちゃった。

　天てん神じんくんと目めが合あう。

「だって。工く藤どうさんは気きにしないで、みんなの言こと葉ばに甘あまえちゃいなよ。おれが工く藤どうさんのぶんもがんばるし」

「天てん神じんくん……」

　天てん神じんくんはみんなから「おまえ、マジで二人ふたりぶんだぞ～？」って小こ突づかれている。

　本ほん当とうに、優やさしい人ひとだなぁ。
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「じゃあほのちゃんは、私わたしと接せっ客きゃく班はんやろうね！」

「なっ、なんで!?」

　千ち帆ほちゃんが、がしっと腕うでを組くんで、宣せん言げんしてくる。

　できればわたしは、裏うら方かたの調ちょう理り班はんがいいんだけどな!?

「だって、かわいいほのちゃんをみんなに見みせたいしー？　ほら、エプロンもよく似に合あう」

　そう言いって、千ち帆ほちゃんはまだ仮かり縫ぬい段だん階かいのエプロンを、わたしに当あててくる。

　もう、千ち帆ほちゃんってば……。

「じゃあ早はやくエプロン完かん成せいさせようね？」

「はーい！」

　うまく接せっ客きゃくできるか不ふ安あんだけど、かわいい格かっ好こうをするのは楽たのしみだ。

　文ぶん化か祭さい、早はやくやってこないかなぁ。
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　最さい近きんのほのちゃんは、本ほん当とうに忙いそがしそう。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいと会あえない淋さびしさを、少すこしでも紛まぎらわせられたらと、文ぶん化か祭さいの実じっ行こう委い員いんを勧すすめたのは私わたしだ。

　でも、中ちゅう学がくの文ぶん化か祭さいってけっこう大たい変へんみたい。

　模も擬ぎ店てんとか出だして、一いっ般ぱんの人ひとも入はいれるんだもんね。

　小しょう学がっ校こうと勝かっ手てが違ちがうのは当とう然ぜんだ。

　加くわえて、美び術じゅつ部ぶでの展てん示じもあるから、ほのちゃんの部ぶ活かつ中ちゅうの集しゅう中ちゅう力りょくもすごい。

　部ぶ活かつの時じ間かんだけで絶ぜっ対たいに終おわらせるぞって、気き迫はくが伝つたわってくる。

「ほのちゃん、大だい丈じょう夫ぶ？」

　帰かえり道みち。

　ふーっとため息いきをつくほのちゃんは、ずいぶんおつかれのよう。

「大だい丈じょう夫ぶ……と言いいたいところだけど、ちょっとつかれちゃったかも。最さい近きん、家いえに帰かえったら、ごはん食たべてお風ふ呂ろ入はいって、すぐ寝ね落おちしちゃうもん」

「そっか……。私わたしが勧すすめたから、なんだか責せき任にん感かんじちゃうな……」

「そんなことないよ。やるって決きめたのはわたしなんだし。あっでも、宿しゅく題だい見みせてもらえたら助たすかるかも」

「それくらい、お安やすいご用ようだよ！」

　ぐっとこぶしを握にぎる私わたしに、ほのちゃんは嬉うれしそうに笑わらった。
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「それにしてもさー、村むら瀬せ先せん輩ぱいってひどくない？　あんなにけなげなほのちゃんを、ほっとくなんて！」

　坂さか木き家けのリビングのソファが、私わたしの定てい位い置ち。

　悠ゆう馬まのおばさんにいれてもらったジュースを片かた手てに、私わたしはくつろいでいた。

「……ていうか、なんでまた、千ち帆ほがいるんだよ」

　部ぶ活かつを終おえて帰かえってきた悠ゆう馬まは、ダイニングテーブルでカレーを食たべている。

「だって、今日きょうはうち、お父とうさんもお母かあさんも遅おそいんだもん。『坂さか木きさんのとこでお世せ話わになってきなさい』って。おばさん、カレーおいしかったです！」

「それはよかった～。千ち帆ほちゃん、いつでも遊あそびに来きていいからね」

「はい！　ありがとうございます！」

　うちと坂さか木き家けは、昔むかしから家か族ぞくぐるみの付つき合あいなんだ。

　示しめし合あわせたかのように、ニーッと笑わらう私わたしとおばさんに、観かん念ねんしたかのように悠ゆう馬まは深ふかくため息いきをついた。

「中ちゅう学がく生せいになったんだから、少すこしは気きにしろよ……」

「ん？　どういうこと？」

「……なんでもない。それより、なんだって？　工く藤どうさん？」

「そうそう！　村むら瀬せ先せん輩ぱい、ひどいんだよ!?　付つき合あい始はじめたばっかなのに、ほのちゃん断だちとか言いって！」

　今いまのほのちゃんは文ぶん化か祭さいの準じゅん備びで忙いそがしくて、考かんがえるヒマもないかもしれない。

　だけど終おわったときに、大だい丈じょう夫ぶかなって思おもってしまう。

「おまえなー。前まえも言いったけど、それは本ほん人にん同どう士しの問もん題だいだろ。千ち帆ほが首くびを突つっ込こんで、どうにかなるわけでもないし」

「それはそう、なんだけど……」

　スプーンでピッと指さしてくる悠ゆう馬まに、私わたしは反はん論ろんできなくなってしまう。

　そりゃあ、私わたしは部ぶ外がい者しゃだ。

　二人ふたりで決きめたことなら、口くち出だししちゃいけないんだろう。

　でも……。

「……それでも工く藤どうさんが弱よわ音ねを吐はいたら、そのときは一いっ緒しょにいてやりなよ」

　食たべ終おわった悠ゆう馬まは、そう言いってお皿さらを流ながしに持もっていく。

　私わたしはソファに、ずるずるともたれかかった。

　最さい近きんの悠ゆう馬まは、少すこし大人おとなっぽくなった気きがする。

　私わたしより広ひろい目めで、物もの事ごとを見みているようで、なんだかおもしろくない。

「……私わたし、帰かえる」

　立たち上あがって玄げん関かんに向むかおうとする私わたしを、悠ゆう馬まが追おいかけてくる。

「送おくるよ」

「いいよ。隣となりじゃん」

「じゃあ、おまえが家いえに入はいるまで見みとく」

　～～～～子こども扱あつかいして。

　でも、なにも言いわないわけにはいかない。

「……おやすみ」

「あぁ」

　悠ゆう馬まは本ほん当とうに、私わたしが家いえに入はいるまで見みていてくれた。
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　今日きょうは部ぶ活かつの日ひ。

　放ほう課か後ご、ほのちゃんと一いっ緒しょに美び術じゅつ室しつへ行いこうとすると、申もうし訳わけなさそうに手てを合あわせてきた。

「わたし、生せい徒と会かいに出ださなきゃいけないプリントがあって……。先さきに行いっててくれる？」

「いいよ！　先せん輩ぱいたちには、伝つたえとくね」

　ごめんねと言いって、ほのちゃんは天てん神じんくんと教きょう室しつを出でていった。

　美び術じゅつ室しつへと向むかう途と中ちゅう、ふと第だい一校こう舎しゃを見み上あげた。

「あれ、村むら瀬せ先せん輩ぱい……？」

　二階かいの窓まどのところに、村むら瀬せ先せん輩ぱいの姿すがたが見みえた。

　なにしてるんだろう？

　先せん輩ぱいの視し線せんは、うちの教きょう室しつのほうに向むけられていた。

　その目めは、なんだか切せつなそうで……。

　そっか……。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいも、ぜんぜん平へい気きってわけじゃないんだ。

　先せん輩ぱいもきっと、ほのちゃんに会あいたいんだろうな。

　村むら瀬せ先せん輩ぱいは、きゅっと口くちを引ひき結むすぶと、背せを向むけて自じ分ぶんの教きょう室しつのほうへと行いってしまった。

「すごいな……」

　二人ふたりとも、本ほん当とうは会あいたがっている。

　だけど将しょう来らいのために、それぞれの場ば所しょでがんばってるんだ。

　今いまのこと、ほのちゃんには言いわないほうがいいかな。

　先せん輩ぱいに会あいたくて、がまんできなくなっちゃうかもしれない。

「……よーし、私わたしもがんばるぞー！」

　まずは、目めの前まえの文ぶん化か祭さい。

　美び術じゅつ部ぶで展てん示じする絵えを、仕し上あげなきゃ！
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　ついにやってきた文ぶん化か祭さい当とう日じつ。

　わたしと天てん神じんくんは、靴くつ箱ばこの前まえで受うけ付つけ係がかりをしていた。

『それでは第だい36回かい、京きょう塚づか祭さいを始はじめます！』

　体たい育いく館かんのほうから、アナウンスが聞きこえる。

　受うけ付つけには、どんどん人ひとが来きていて、てんやわんやだ。

「工く藤どうさん。そっち、まだパンフレットある？」

「えっと、予よ備びはそっちの段だんボール箱ばこだよ」

　天てん神じんくんが、てきぱきしていて助たすかった。

　わたし一人ひとりじゃ、この人にん数ずうをさばけなかったと思おもう……。

　一時じ間かんくらいして、次つぎの係かかりの人ひとと交こう代たいの時じ間かんになった。

　うちのクラスの当とう番ばんの時じ間かんまで、まだ少すこしある。

　千ち帆ほちゃん、今いまどこにいるかな？

　そのとき、荷に物もつをまとめていたわたしに、天てん神じんくんが話はなしかけてきた。

「工く藤どうさん、このあと時じ間かんある？」

「千ち帆ほちゃんと合ごう流りゅうしようかなって思おもってて」

「そっか……。あのさ！」

　そこで天てん神じんくんは一ひと息いきつく。

「……二人ふたりで回まわれない、かな」

　まっすぐな視し線せんが、突つき刺ささる。

　えっえっ？　それって……。

　二人ふたりでって……わたしと、天てん神じんくん？

「だめ、かな？」

　二人ふたりでってことは、つまり、文ぶん化か祭さいデート……？

　ええと、なんて答こたえたらいいんだろう!?

　パニックになりかけたけど、頭あたまの中なかに先せん輩ぱいの顔かおが浮うかんだ。

　天てん神じんくんは、真しん剣けんな表ひょう情じょうだ。

　わたしも、ちゃんと答こたえなきゃ。

「……わ、わたし、彼かれ氏しがいるの」

「うん、三年ねん生せいの人ひとだよね。女じょ子したちがしゃべってるの、聞きいちゃった。でも、最さい近きん会あってないんだよね？」

「うん……。でも、わたしはつかさ先せん輩ぱいが好すきだから……。ごめんなさい」

「……そっか」

　それきり天てん神じんくんは、黙だまり込こんでしまう。

「本ほん当とうに、ごめんなさい」

「あやまらないで！　……えっと、文ぶん化か祭さい、最さい後ごまでがんばろうね」

「うん……」

　じゃあ、と言いって、天てん神じんくんは去さっていった。

　天てん神じんくんの姿すがたが見みえなくなって、わたしは思おもわずしゃがみこんだ。

　びっ……くりしたー！

　男だん子しからあんな風ふうに言いわれるなんて、想そう像ぞうもしなかった。

　天てん神じんくん、いつからそういう風ふうに思おもっていたんだろう。

　ぜんぜん気きづかなかった……。

　わたしは両りょう手てで口くちもとを押おさえる。

「あんな答こたえで、よかったのかなぁ」

　なんだか無む性しょうに、つかさ先せん輩ぱいに会あいたくなった。

　わたしが好すきなのは、先せん輩ぱいだけなんですって、伝つたえたい。

　……だけど、この気き持もちは、胸むねにしまっておかなきゃ。

　深しん呼こ吸きゅうを一つする。

「……よし！」

　まだまだ実じっ行こう委い員いんのお仕し事ごとは残のこっている。

　わたしは立たち上あがって、体たい育いく館かんへと向むかった。
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　それからお昼ひるまでは、体たい育いく館かんで暗あん幕まくの開あけ閉しめの係かかり。

　係かかりが終おわってすぐに、三組くみのカレー屋やさんで、急いそいでごはんを食たべた。

　この後あとは、クラスの当とう番ばんなんだ。

　なんだかわたし、朝あさからずっと走はしり回まわってる気きがする……。




「変へん、じゃない……？」

「かわいいよ！　よく似に合あってる！」

　控ひかえ室しつで、目めの前まえに立たった千ち帆ほちゃんは、ぐっと親おや指ゆびを立たてた。

　家いえから持もってきた水みず色いろワンピースに、みんなで一いっ緒しょに作つくった白しろいエプロン。

　そして髪かみには、黒くろいリボン。

　うちのクラスでやるのは、『ふしぎの国くにのアリス』をモチーフにしたカフェ。

　みんなで、アリスの登とう場じょう人じん物ぶつをモチーフにした格かっ好こうをしているんだ。

　女じょ子しはアリスの服ふく装そうで、男だん子しは帽ぼう子し屋やさんにネコ耳みみかウサギ耳みみ。

　もうすぐ当とう番ばんの時じ間かんだから、着き替がえたんだけど……。

　こんな格かっ好こう、初はじめてだからドキドキする！

　わたしは鏡かがみの前まえに立たってみた。

　髪かみにはリボンを巻まいている。

　まさにアリスって感かんじなんだけど、なんだか落おち着つかない……！

「さ、もうすぐ交こう代たいの時じ間かんだから行いくよ～」

「わー待まってー！」

　千ち帆ほちゃんに引ひきずられて、わたしは自じ分ぶんのクラスへと向むかった。
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　クラスの子こに聞きいていたとおり、アリスカフェは、にぎわっていた。

　というか……。

「すみませーん。注ちゅう文もんお願ねがいしまーす」

「お会かい計けいいいですかー？」

「写しゃ真しん撮とってもいい？」

　すっごく忙いそがしい！

　こんなに繁はん盛じょうしているとは、思おもわなかった。

　わたしは注ちゅう文もんを聞きいて、品しな物ものを持もっていって、休やすむ間まもない。

「えと、紅こう茶ちゃの方かたは……」

「え？　コーヒーだけど？」

　しかもこうやって、何なん度ども聞きき返かえされる始し末まつ……。

　うぅ、知しらない人ひとと話はなすだけでも、緊きん張ちょうするのに……。

「ほのちゃん！　ここはやっとくから、お会かい計けいのほう、お願ねがいしてもいい？」

「う、うん。ごめんね……」

　見みかねた千ち帆ほちゃんが、フォローしてくれる。

　肩かたを落おとしながら、入いり口ぐちのお会かい計けいのところに立たっていたときだった。

「あっ、ほのかちゃん！　かわいー！」

　教きょう室しつに入はいってきたのは、レナ先せん輩ぱい！

　満まん面めんの笑えみで、わたしの手てを握にぎってくる。

「来きてくれたんですね。嬉うれしいです」

「ふっふっふー。私わたしだけじゃないんだな」

　そう言いって、レナ先せん輩ぱいは、ちらっと後うしろを見みやった。

　そこにいたのは……。

「つかさ、先せん輩ぱい……？」

　岡おか本もと先せん輩ぱいの背せ中なかに隠かくれた、つかさ先せん輩ぱいだった。
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　思おもわぬ人じん物ぶつの登とう場じょうに、わたしは目めをぱちくりさせた。

　はっと気きづいて、わたしはぐるんと背せ中なかを向むける。

「ほのかちゃん？」

「あっ、あのあのっ！　会あいたいんですけど、わたしたち、今いま、願がん掛かけしてて……」

　久ひさしぶりに、間ま近ぢかでつかさ先せん輩ぱいの顔かおが見みられて、一いっ瞬しゅんすごく喜よろこんじゃった！

　でも、だめなんだ。

　受じゅ験けんが終おわるまで、つかさ先せん輩ぱいと会あうわけにはいかない。

　レナ先せん輩ぱいは、気きを利きかせてくれたんだろうけど……どうしよう！

「うん、だからね、私わたしたちが一いっ緒しょに来きたの」

「へ？」

　わたしはそっと振ふり返かえった。

　レナ先せん輩ぱいは、してやったりとばかりに、ニコニコしている。

　そしてそれは、後うしろにいる、すばる先せん輩ぱいも同おなじだ。

「俺おれたちが、二人ふたりの間あいだにいるからさ。間あいだに誰だれかいりゃあ、〝二人ふたりで会あってる〟ってことにはならないだろ？」

「せっかくの文ぶん化か祭さいなんだもん。考かんがえたんだよー」

　岡おか本もと先せん輩ぱいとレナ先せん輩ぱいは、にっと笑えみを浮うかべる。

　ちらっと、つかさ先せん輩ぱいを見みてみる。

　先せん輩ぱいはどこか困こまったような顔かおをしながらも、少すこし期き待たいのこもった目めでわたしのほうを見みていた。

　つかさ先せん輩ぱい……。

「ほのちゃん！　ここはやっとくから、先せん輩ぱいたちをお願ねがいね！」

　気きづいた千ち帆ほちゃんが、気きを利きかせてくれる。

　今いまだけ……、ほんのちょっとだけなら、いいかな……？

　わたしは、先せん輩ぱいたちの前まえに進すすみ出でた。

「おっ、お席せきにご案あん内ないします！」




　先せん輩ぱいたちを窓まど際ぎわのカウンター席せきに案あん内ないして、注ちゅう文もんを取とった。

「えっと、つかさ先せん輩ぱいがカフェオレで、レナ先せん輩ぱいがミルクティーで、岡おか本もと先せん輩ぱいがオレンジジュース、でよかったですか？」

「うん、合あってるよ」

「ありがとなー」

　わたしはほっとしながら、一いっ緒しょに頼たのまれたカップケーキをテーブルに置おいていく。

　さっきまで、接せっ客きゃくは失しっ敗ぱい続つづきだったから。

　先せん輩ぱいたちのおかげで、ちょっとは自じ信しんがついたかな？

　そこへ、亜あ矢やちゃんが、すすすっと近ちかづいてきた。

「工く藤どうさん、ちょっと空すいてきたし、カレシとしゃべってていいよ」

「えっ、でも」

「いいからいいから」

　背せ中なかを押おされて、とまどってしまう。

　千ち帆ほちゃんも「この席せきが、空あいてるよ～」とイスを引ひいてくれる。

「じゃ、じゃあ、ちょっとだけ……」

　レナ先せん輩ぱいに手て招まねきされて、隣となりに座すわった。

　つかさ先せん輩ぱい、岡おか本もと先せん輩ぱい、レナ先せん輩ぱい、わたしの順じゅん。

　横よこ並ならびだから、つかさ先せん輩ぱいの顔かおは、よく見みえない。

　だけど……近ちかくにいられるだけで、ドキドキしちゃう。

　千ち帆ほちゃんが、お冷ひやを持もってきてくれた。

「本ほん当とうに、二人ふたりともがんばっててえらいよねー」

「ほんとほんと。俺おれにはマネできねーわ」

「そんなこと、ないです」

　つかさ先せん輩ぱいと、直ちょく接せつ話はなすのは、やっぱりアウトかな？

　ちらっと見みると、先せん輩ぱいもさっと目めを逸そらす。

　でもまたこっちを見みそうになってきて、今こん度どはわたしがばっと前まえを向むいた。

「あっはは！　ほのかちゃん、どうしたらいいかわかんないよね」

「じゃあ、俺おれたちが伝でん言ごんするってのはどうだ？」

　伝でん言ごん？

　首くびを傾かしげるわたしに、岡おか本もと先せん輩ぱいは続つづける。

「伝でん言ごんっていうか、中ちゅう継けい？　ほのかちゃんの言こと葉ばを、つかさに伝つたえてやるよ」

　伝つたえるって……この距きょ離りで？

「ほのかちゃん、なにかつかさに言いいたいことある？」

　内ない緒しょ話ばなしをするように、耳みみ打うちしてくるレナ先せん輩ぱい。

　えっとえっと、なにを言いおう！

「来きてくれて嬉うれしいです、って伝つたえてください」

　オッケー、とレナ先せん輩ぱいは右みぎ手てで丸まるを作つくって、岡おか本もと先せん輩ぱいのほうを向むく。

　レナ先せん輩ぱいから耳みみ打うちされている岡おか本もと先せん輩ぱいは、ふんふんとうなずいていた。

　それから、岡おか本もと先せん輩ぱいが、ひそひそ話ばなしでつかさ先せん輩ぱいに伝つたえていく。

　ちゃんと伝つたわったかな？

　伝でん言ごんゲームみたいで、ちょっと楽たのしいかも。

　つかさ先せん輩ぱいの横よこ顔がおが、はにかむように笑わらった。

　それだけで、なんだか嬉うれしくなっちゃう！

　先せん輩ぱいも、同おなじように岡おか本もと先せん輩ぱいになにかを伝つたえる。

　まわりの人ひとたちからしたら、やっぱり回まわりくどいやり方かたかもしれない。

　でも、ちょっとずるいやり方かたかもしれないけど、願がん掛かけが崩くずれないことになるなら、これでいいんだ。

　レナ先せん輩ぱいが、また耳みみ打うちしてくる。

「アリスの格かっ好こう、よく似に合あってるって」

　思おもわず先せん輩ぱいのほうを見みそうになって、あわててテーブルに視し線せんを落おとした。

　今いま、わたし、絶ぜっ対たい真まっ赤かになってる。

　伝でん言ごんゲームで、先せん輩ぱいの不ふ意い打うちを食くらうなんて、思おもいもしなかった！

　心しん臓ぞうがドキドキいって、耐たえきれずに両りょう手てで顔かおを覆おおった。
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「つかさ、タラシじゃん」

「タラシだね」

　レナ先せん輩ぱいたちの言こと葉ばにも、恥はずかしすぎて、なにも言いえないよー！

「タラシじゃないし！」

　先せん輩ぱいの反はん論ろんする声こえが聞きこえる。

　岡おか本もと先せん輩ぱいがなだめているようだけど、きっと先せん輩ぱいの顔かおも、真まっ赤かなんだろうな。

　文ぶん化か祭さいの準じゅん備びは本ほん当とうに大たい変へんだったけど、先せん輩ぱいにこの姿すがたを見みせることができてよかった。

「レナ先せん輩ぱい、ありがとうございます」

　なんとか顔かおを上あげて、レナ先せん輩ぱいにお礼れいを伝つたえる。

　わたしの言こと葉ばに、レナ先せん輩ぱいは優やさしい笑えみを浮うかべていた。
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　文ぶん化か祭さいが終おわってしばらくは、抜ぬけ殻がらになっていたわたしだけど、千ち帆ほちゃんの協きょう力りょくもあって期き末まつテストを乗のり切きることができた。

　千ち帆ほちゃんと二人ふたりで、帰かえる途と中ちゅう。

　差さしかかった靴くつ箱ばこのところで、千ち帆ほちゃんは足あしを止とめた。

「ほんと、ほのちゃんがんばったよね！　コンクールだってさー」

　千ち帆ほちゃんが見み上あげた先さきには、水すい彩さい画が。

　文ぶん化か祭さいのために、わたしが描かいた絵えだ。

　題だい材ざいに悩なやんだけど、通つう学がく路ろの桜さくら並なみ木きにしたんだ。

　先せん輩ぱいと初はじめて会あった、思おもい出での場ば所しょだから……。

　その絵えを秋あきのコンクールに出だしたら、なんと入にゅう選せんしてしまったんだ！

「入にゅう選せんって、ほんとすごいよ！」

「えへへ、ありがとう」

　入にゅう賞しょうした先せん輩ぱいたちに交まじって、ここに掲けい示じされているんだ。

　入にゅう部ぶしたときは、コンクールに出だすなんて、絶ぜっ対たいにむりだと思おもっていたけど、一つ成せい長ちょうできた気きがする。




　外そとに出でると、空そらは灰はい色いろにくもっていて、なんだか雪ゆきが降ふってきそう。

　白しろい息いきが、空くう気きにすうっと溶とけていく。

「ねぇほのちゃん。先せん輩ぱいとは、クリスマスも会あえないの？」

　隣となりを歩あるく千ち帆ほちゃんが、おずおずと尋たずねてくる。

「うん、たぶん……。願がん掛かけ中ちゅうだし」

「もー！　村むら瀬せ先せん輩ぱいはー！」

　千ち帆ほちゃんは、プンプン怒おこっている。

　付つき合あい始はじめて、最さい初しょのクリスマスだ。

　誕たん生じょう日び・バレンタイン・クリスマスは、恋こい人びとたちの三大だいイベントだって聞きいた。

　その一つ、クリスマスを一いっ緒しょに過すごせないのは、やっぱり淋さびしい。

　しかも、初はじめてのクリスマスなんだ。

　他ほかの人ひとからすれば、会あえないのは信しんじられないんだろう。

「よ～し！　決きめた！」

　千ち帆ほちゃんは声こえを上あげると、わたしに向むき直なおって、がしりと手てを掴つかんでくる。

「クリパしよう！　クラスのみんなで！」

　わたしはその勢いきおいに、目めをぱちくりさせちゃった。

　クリパ……って、なに？
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「それじゃあみんな、コップ持もった？　メリークリスマース！」

「メリークリスマース！」

　12月がつ24日か。わたしたちはジュースでかんぱいしていた。

　クリパってなんだろうと思おもったら、クリスマスパーティのことだったんだね。

　千ち帆ほちゃんは、クラスメイトを誘さそってパーティを開ひらくことを考かんがえたんだ。

　集あつまったのは、全ぜん部ぶで五人にん。

　千ち帆ほちゃんの家いえのリビングで、お菓か子しやジュースを持もち寄よって、パーティの始はじまりだ！

「見みて見みて！　あたしＭ交こう響きょう楽がく団だんのクリスマスコンサートのＤＶＤ持もってきた！」

「それ自じ分ぶんの好すきなやつじゃん！」

「でもクリパにはぴったりでしょ？　ボードゲームしながら見みよう！」

　茉ま莉りちゃんと亜あ矢やちゃんは吹すい奏そう楽がく部ぶで、お守まもり作づくりを教おしえてくれた子こ。

　そしてもう一人ひとりは、その二人ふたりとよく一いっ緒しょにいる、バドミントン部ぶの清きよ恵えちゃん。

　三人にんともパーティに誘さそったら、「行いく！」って即そく答とうしてくれて嬉うれしかった。

「じゃあゲームでビリだった人ひとが、とっておきの恋こいバナするってのはどう？」

「クリスマスに女じょ子しだけで集あつまってるのに、恋こいバナ!?」

「いいじゃん！　おもしろそう！」

　千ち帆ほちゃんの案あんに、みんなが乗のっかる。

　これは負まけられない！




　ゲームを何なん回かいかやって、みんなの恋こいバナを、きゃあきゃあ言いいながら聞きいた。

「それでね、ＣＤ返かえすときに『Ｍ交こう響きょう楽がく団だん、好すきそうだと思おもったから』って言いわれて……。あたしのことを考かんがえてくれたんだなーって思おもったら、好すきだって気きづいたの！」

「私わたし、それ見みてた！　茉ま莉りちゃん、ぶわーって赤あかくなって、すっごくわかりやすかった！」

「うそ!?　バレバレだった!?」

「いや～。気きづいてたら、あんなフツーに部ぶ活かつ来こないでしょ、あいつ」

　がっくりと肩かたを落おとす茉ま莉りちゃん。

　茉ま莉りちゃんの好すきな人ひとは、同おなじ吹すい奏そう楽がく部ぶなんだって。

　清きよ恵えちゃんには、付つき合あっていた人ひとがいたけど、相あい手てが転てん校こうすることになって、別わかれちゃったって言いっていた。

　亜あ矢やちゃんの好すきな人ひとは、なんとアイドル！

　かっこいい画が像ぞうを、いっぱい見みせてもらった。

　みんな、いろんな恋こいをしているんだなぁ。

「でも、ほのかちゃんが今日きょう来くるって意い外がいだったな」

「あっ、バカ！」

　亜あ矢やちゃんの言こと葉ばに、清きよ恵えちゃんが、あわてて止とめようとする。

　気きまずそうに千ち帆ほちゃんが見みてくるけど、わたしはほほ笑えんで答こたえた。

「やっぱり先せん輩ぱいと過すごさないの、変へんだと思おもうよね」

「別わかれたわけじゃ、ないんだよね……？」

「当あたり前まえじゃん！」

　おずおずと聞きいてくる茉ま莉りちゃんに、わたしよりも早はやく千ち帆ほちゃんが答こたえる。

「願がん掛かけしてるんだ。会あいたいのを二人ふたりでがまんして、先せん輩ぱいが合ごう格かくするように」

「願がん掛かけって……受じゅ験けんまで、あと二ヶか月げつくらいあるよね？」

「うん……。でも二学がっ期きの初はじめからもう三ヶか月げつ経たったし、折おり返かえし地ち点てんだよ」

　そうだ、もう半はん分ぶんは過すぎたんだ。

　あと少すこしだもん。きっと大だい丈じょう夫ぶ。

「淋さびしいけど……先せん輩ぱいもがんばってるから」

　泣なきそうになるのをこらえて、笑わらってみせる。

　せっかくのクリスマス。涙なみだは似に合あわないよね。

　みんなが、うるうるした目めで見みてくる。

「～～ほのかちゃん！　けなげ！」

「村むら瀬せ先せん輩ぱいには、もったいない！」

「でも、お似に合あいだよね！」

　亜あ矢やちゃんたちが、ひしっと抱だきしめてくる。

　千ち帆ほちゃんが「乗のり遅おくれた！」と言いって、後うしろから抱だきついてきた。

　みんな……。

　優やさしい友ともだちに恵めぐまれて、わたしは幸しあわせ者ものだ。

　ひとかたまりになったまま、みんなで笑わらい合あっていた。
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　外そとが暗くらくなってきて、そろそろ帰かえらないといけない時じ間かんだ。

　千ち帆ほちゃんが、ラッピングされた袋ふくろを手てに、みんなの前まえに立たった。

「みんな、例れいのものは持もってきた？　では今日きょうのメインイベント！　プレゼント交こう換かんを始はじめたいと思おもいまーす！」

　わーっと、みんなで拍はく手しゅをする。

　五百円えん以い内ないって決きめて、それぞれで用よう意いしたプレゼント。

　わたしは、マグカップに手て作づくりクッキーを詰つめて、ラッピングをした。

「それじゃあ、みんなで回まわして、音おん楽がくが止とまったところで持もってたやつをもらうってことね。じゃあ始はじめるよ！」

　千ち帆ほちゃんがスマホをいじって、音おん楽がくが鳴なりだした。

　なにが当あたるかな？

　わたしの、喜よろこんでもらえるといいなぁ。

　赤あかい包つつみ紙がみが来きたところで、音おん楽がくが止とまった。

「はいストップ！　じゃあ開あけてみて」

　これって、千ち帆ほちゃんからのだったような……。

　わたしは、包つつみ紙がみをていねいに開あけていく。

　出でてきたのは、オフホワイトのマフラー。

「これって手て編あみ!?」

「そうそう。急いそいで作つくったから、シンプルなのになっちゃったけど、愛あいは込こめたから！」

　千ち帆ほちゃんは、親おや指ゆびを立たててくる。

　すごい、千ち帆ほちゃん器き用ようだなぁ。

「千ち帆ほちゃん、すごーい」

「いやいや、けっこうかんたんに作つくれるんだよ？」

　茉ま莉りちゃんの言こと葉ばに、千ち帆ほちゃんは照てれくさそうに、手てを振ふって答こたえる。

　この季き節せつ、すっごく使つかえそうだなぁ。

「マフラーって、わたしにも編あめるかな？」

　──浮うかんだのは、先せん輩ぱいの顔かお。

　わたしの言こと葉ばに、千ち帆ほちゃんはちょっとだけ驚おどろいた顔かおをして、それからにっこり笑わらった。

「もちろん！」

　じゃあお願ねがいすることは、一つだ。

「千ち帆ほちゃん、わたしに編あみ物ものを教おしえて！」

　千ち帆ほちゃんは力ちから強づよくうなずいてくれた。
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　大おお晦日みそかの夜よるは、夜よふかししてもいい日ひ。

　紅こう白はく歌うた合がっ戦せんが終おわりにさしかかって、目めがしぱしぱしてきた。

「ほのか、もう寝ねる？」

「ううん……もうちょっと……」

　せめて、日ひ付づけが変かわるまでは。

　テレビの中なかで、カウントダウンが始はじまる。





３・２・１！

あけましておめでとー！






　テレビの中なかでは、歓かん声せいとともに紙かみ吹雪ふぶきが舞まっている。

「ほのか、おめでとう」

「ほのかちゃんおめでとう！」

　お母かあさんとお父とうさんの声こえが重かさなる。

　わたしはにっこり笑わらって応こたえた。




　夜よふかししたから、寝ね坊ぼうしちゃった。

　明あかるくなった部へ屋やで、わたしはうーんと背せ伸のびした。

　リビングに下おりていくと、テーブルに並ならべられたのは、お節せちやごちそうの数かず々かず。

　そして……。

「今こ年としはイチゴのケーキにしたよ」

　お母かあさんが冷れい蔵ぞう庫こから取とり出だしたのは、イチゴのホールケーキ。

　チョコプレートに書かかれているのは、

『ほのかちゃん　おたんじょうびおめでとう』

　の文も字じ。

　そう、今日きょうはわたしの誕たん生じょう日び。

「あらためて、誕たん生じょう日びおめでとう、ほのか。ケーキから食たべる？」

「朝あさからケーキはちょっと……。わたしもお雑ぞう煮に食たべていい？」

　お母かあさんが準じゅん備びしてくれている間あいだに、顔かおを洗あらって着き替がえてきた。

　あつあつのお雑ぞう煮にに、お正しょう月がつが来きたんだなぁって実じっ感かんする。

　誕たん生じょう日びが祝しゅく日じつに重かさなると、損そんした気き分ぶんになるって人ひとが多おおい。

　だけどわたしは、ちょっとラッキーだなって思おもう。

　だって、ごちそうがいっぱいだし、いろんな人ひとがおめでとうって言いっていて、わたしまで祝いわわれているような気きがするんだもん。

　まぁ『あけまして』おめでとうだけど……。

　当とう日じつに友ともだちから直ちょく接せつお祝いわいされないっていう淋さびしさもあるけど、スマホを見みたら、仲なかのいい子こたちからメッセージが届とどいていた。

「ほのか、今日きょう、初はつ詣もうで行いく？」

「うーん、どうしようかなぁ」

　明日あした、千ち帆ほちゃんにも一いっ緒しょに行いこうって誘さそわれてるんだよね。

　迷まよっていたら、インターホンが鳴なった。

「あら、誰だれかしら」

　言いいながらお母かあさんが立たち上あがって、通つう話わボタンを押おす。




『──あのっ、朝あさ早はやくからすみません。村むら瀬せといいますが』

　聞きこえてきた声こえに、おもちをのどに詰つまらせそうになっちゃった！

　せっ、先せん輩ぱい!?

　なんでうちに……!?

「あら、ほのかの……」

「お母かあさんっ！」

　わたしはあわてて立たち上あがる。

「今いま、開あけるわね」

『いえっ、このままでいいです！　今いま、願がん掛かけ中ちゅうだから、ほのかさんには会あえないんです。でも、彼かの女じょの誕たん生じょう日びになにもできないっていうのが、どうしてもがまんできなくて……。だから、画が面めん越ごしだけでも、おめでとうを言いわせてください！』

　先せん輩ぱい……。

　モニターに映うつし出だされた先せん輩ぱいは、真しん剣けんな顔かお。

　コートをしっかり着き込こんでいて、きっと外そとは寒さむいんだろう。

　それなのに、来きてくれたんだ……。

　なにも言いえずにいるわたしに、お母かあさんが答こたえた。

「でも、せっかく来きてもらったんだし」

「……じゃあ、こういうのはどうだい？　ほのかと一いっ緒しょに、初はつ詣もうでに行いってくる、ってのは」

　いつの間まにか、後うしろにお父とうさんが立たっていて、先せん輩ぱいにそんな言こと葉ばをかける。

　先せん輩ぱいは、とまどった様よう子すだ。

「でも……」

「ただし、二人ふたり並ならんでじゃない。少すこし離はなれて、顔かおを合あわさないように行いくんだ。きみの願がん掛かけを壊こわさないように。きみと娘むすめの願ねがいが聞きき届とどけられるように、一いっ緒しょにお参まいりしておいで。スマホで話はなしながら行いくくらいなら、神かみさまだって許ゆるしてくれるだろう。ただし、一時じ間かんで帰かえってくるんだよ？」

　お父とうさんが、にこっと笑わらう。

　こんな提てい案あんを、お父とうさんがしてくれるなんて……。

『……ありがとうございます！　かならず、一時じ間かんで帰かえってきますから！』

　どこまでもまじめな先せん輩ぱいに、お父とうさんはなんだか感かん心しんしているみたい。

　わたしに向むかって大おおきくうなずいて、肩かたをぽんと叩たたいてくれる。

「お父とうさん、お母かあさん、ありがとう！　わたし、仕し度たくしてくるね！」

　なに着きていこう！

　わたしはクローゼットの中なかを引ひっくり返かえしながら、急いそいで準じゅん備びをした。
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　近きん所じょの神じん社じゃは、たくさんの人ひとでごった返がえしていた。

『ほのちゃん、寒さむくない？』

「はいっ、大だい丈じょう夫ぶです！」

　お父とうさんに貸かしてもらったイヤホンマイクで、わたしは先せん輩ぱいと話はなしながら歩あるいていた。

「人ひと込ごみの中なかで片かた手てがふさがっていたら、危あぶないだろうから」

って、出でかける前まえに持もってきてくれたんだ。

　ちらっとななめ後うしろを振ふり返かえってみる。

　スマホを耳みみに当あてた先せん輩ぱいの姿すがたが目めに入はいって、ぱっと前まえを向むいた。

「えへへ」

　久ひさしぶりに、こんなに近ちかくに先せん輩ぱいがいる。

　そのことが嬉うれしくて、思おもわずそんな声こえが出でちゃった。

『どうかした？』

　先せん輩ぱいの問といかけに、ドキッとした。

「なっ、なんでもないです！　もうすぐ、お参まいりの順じゅん番ばんが来きますね！」

　うっかり通つう話わしていたことを忘わすれていた！

　ごまかしたけど、先せん輩ぱい、変へんな風ふうに思おもわなかったかな？

『そうだね。いったん切きる？　通つう話わしながらお参まいりって、あんまりよくないよね』

「はいっ、じゃあまたあとで」

　イヤホンマイクを外はずして、かばんにしまった。

　鐘かねを鳴ならして、お賽さい銭せんを入いれた。

　先せん輩ぱいも視し界かいの端はしのほうで、同おなじようにしている。

　手てを合あわせてお願ねがいするのは、もちろん先せん輩ぱいの受じゅ験けんのこと。

「先せん輩ぱいが合ごう格かくしますように……」

　わたしは目めを閉とじて、小こ声ごえでお願ねがいした。

　それから……心こころの中なかでつけたす。

　──先せん輩ぱいと、ずーっと付つき合あっていられますように。

　お願ねがいを二つもするのは、よくばりすぎかな？

　せめて一つ目めのお願ねがいだけでも、聞きいてもらえるといいな。

　そう思おもいながら、わたしは目めを開あけた。
















　お参まいりを終おえて、わたしたちはまたスマホで通つう話わしていた。

　二人ふたりの距きょ離りは、あいかわらずあいたまま。

　お父とうさんと約やく束そくした時じ間かんまでは、まだ少すこしある。

　お守まもり売うり場ばに目めをやると、お参まいりを終おえた人ひとたちでにぎわっていた。

「先せん輩ぱい、おみくじ引ひいていきませんか？」

　わたしが提てい案あんすると、先せん輩ぱいは『うーん』と悩なやましそうな声こえを上あげた。

『引ひきたいけど、ちょっと怖こわいな……』

　そっか、万まんが一いち悪わるい結けっ果かが出でたら、縁えん起ぎ悪わるいもんね。

　……そうだ！

「先せん輩ぱい、じゃあこうしましょう。大だい吉きちだったら二人ふたりではんぶんこ、凶きょうだったら、わたしが悪あく運うん全ぜん部ぶ引ひき受うけます！」

　我われながら、いい考かんがえ！

　だけど先せん輩ぱいは『でも……』とためらい気ぎ味みだ。

「一いっ緒しょにがんばろうって決きめたでしょう？　これも『願がん掛かけ』です」

『……そっか』

　先せん輩ぱいは、わかってくれたみたい。

『でも、もし悪わるい結けっ果かだったら、悪あく運うんは俺おれが引ひき受うけるからね!?　受じゅ験けんが終おわってから、だけど』

「もう、先せん輩ぱい！　大だい吉きちが出でるって信しんじてくださいよ！」

　引ひく前まえから、悪わるいほうを考かんがえるなんて！

　先せん輩ぱいは、ばつが悪わるそうだ。

　よーし、いざ！

　おみくじの箱はこはいくつか置おいてあって、わたしたちは別べつ々べつの場ば所しょへと向むかう。

　あんなことを言いった手て前まえ、わたしだけでも、いいものを引ひかなきゃだめだよね。

　どれを引ひこうかな……。

　よし、これだ！

　わたしは思おもい切きって引ひいて、そっと開あけてみる。

「先せん輩ぱい！　わたし、吉きちです！」

　吉きちって、大だい吉きちの次つぎだよね？

　よーし、わたしの運うんはいいぞ！

　先せん輩ぱいは……？

『大だい吉きちだ』

　思おもわず先せん輩ぱいのほうを、振ふり返かえっていた。

　わたしたちの目めが合あって、先せん輩ぱいが満まん面めんの笑えみを浮うかべる。

『やった！』

「先せん輩ぱい！　やりましたね！」

　なんて幸さい先さきがいいんだろう！

　先せん輩ぱいは、『ありがとう』と何なん度どもお礼れいを言いってくる。

　ふいに二人ふたりとも黙だまり込こんで、イヤホンに静しずかな時じ間かんが流ながれた。

『今日きょう、さ』

　先さきに口くちを開ひらいたのは、先せん輩ぱいだった。

『本ほん当とうは、会あっちゃだめかなって思おもったんだ。願がん掛かけがムダになるかなって……。だけど、約やく束そく、してたから』

「先せん輩ぱい、覚おぼえててくれたんですか……」

　初はじめてのデートの日ひのことだ。

　あのときはまだ、わたし断だちするなんて思おもっていなかったから、交かわした約やく束そく。

　約やく束そくは、来らい年ねんに持もち越こしかなってあきらめていたから、一時じ間かんだけとはいえ、一いっ緒しょにいられて嬉うれしかったんだ。

『当あたり前まえでしょ？　クリスマスも、なにもできなかったから……。誕たん生じょう日びまでなにもしなかったら、俺おれ、彼かれ氏し失しっ格かくだなって。こんなんで、プレゼントになるかわからないけど……』

「いえっ、嬉うれしいです！」

　ちゃんと覚おぼえていてくれてたことが、嬉うれしい。

　胸むねがあったかくなって、涙なみだがにじみそうになってくる。

『そろそろ帰かえろっか。時じ間かんだよね？』

「はい……」

『ちゃんと送おくっていくから。……ちょっと離はなれてから、だけど』

「ふふっ。ありがとうございます」

　先せん輩ぱいと付つき合あえてよかった。

　こんなに優やさしい人ひとに想おもわれて、わたしは幸しあわせだ。




　だからこそ、早はやく無ぶ事じに受じゅ験けんが終おわってほしいな。

　神かみさま。

　先せん輩ぱいのことを、見み守まもっていてくださいね。
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「で……きた！」

　二月がつに入はいった、ある日ひ。

　ずっと編あんでいたマフラーが完かん成せいした。

　何なん度ども失しっ敗ぱいしたけど、千ち帆ほちゃんに教おしえてもらいながら、ようやくできあがった。

「これ、いつ渡わたせるかなぁ」

　わたしはカレンダーを見みつめた。

　受じゅ験けんの日ひは来らい週しゅうだって、先せん生せいから聞きいた。

　バレンタインチョコと一いっ緒しょに渡わたす？

　でも、万まんが一いち、後こう期き日にっ程ていでも受じゅ験けんすることになったら、まだ会あえないだろうし……。

「いつでも渡わたせるように、ラッピングだけはしておこう」

　もうすぐ。

　もうすぐ会あえるんだなぁ。

　こんなに待まち遠どおしいのは、生うまれて初はじめてだ。
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　受じゅ験けんの日ひを明日あすに控ひかえて、わたしは一人ひとりうなっていた。

「メッセージ、送おくってもいいかなぁ……」

　わたしはスマホのお天てん気きアプリを開ひらいた。

　明日あしたの天てん気きは、雪ゆきマーク。

　気き温おんも、この冬ふゆ一いち番ばんの冷ひえ込こみだ。

　わたしは棚たなの上うえに置おいていた、マフラーの袋ふくろに目めをやった。

「……よし」

　わたしは包ほう装そう紙しに包つつまれたマフラーを紙かみ袋ぶくろに入いれて、家いえを出でた。




　先せん輩ぱいの家いえは、隣となり町まちの小しょう学がっ校こうの先さきにある。

　教おしえてもらっていた住じゅう所しょを、地ち図ずアプリに入いれて、なんとかたどり着ついた。

「先せん輩ぱい、いるかな」

　レナ先せん輩ぱいから、三年ねん生せいは、今日きょうはみんな早はやく帰かえって休やすむように言いわれたって聞きいた。

　思おもわず家いえまで来きちゃったけど、今いまさらながらためらってしまう。

　先せん輩ぱいの家いえを見み上あげてみる。

　連れん絡らくはしないで来きた。

　せっかく願がん掛かけをしているんだもん。ここで会あったら、台だい無なしになっちゃう。

　でも……。

「少すこしだけでも、顔かおを見みたいな」

　つぶやいて、わたしはぶんぶんと首くびを振ふる。

　だめだめ！　せっかくここまでがまんしたんだもん！

　わたしは紙かみ袋ぶくろを、先せん輩ぱいの家いえのドアのそばに置おいて、走はしりだした。

　角かどを曲まがったところで、足あしを止とめる。

　かばんから、スマホを取とり出だした。





先せん輩ぱいこんにちは

明日あした、雪ゆきみたいですね

マフラーを編あみました

先せん輩ぱいが、カゼをひかないように……

先せん輩ぱいの家いえのドアのところに置おいてあるので

よかったら使つかってください






　メッセージを送おくって、深ふかく息いきをついた。

　先せん輩ぱい、気きづいてくれるかな？

　そっと先せん輩ぱいの家いえのほうをのぞき込こんでみた。

　そのとき、バンッ！　といきおいよくドアが開あく。

　わたしはあわてて顔かおを隠かくした。

　もう一いち度どそっとのぞいてみると、先せん輩ぱいが紙かみ袋ぶくろの中なかをのぞき込こんで、顔かおをほころばせているのが見みえた。

　……よかった、思おもい切きって持もってきて……。

　先せん輩ぱいの、あの顔かおを見みられただけで、まんぞくだ。
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　帰かえろうとすると、スマホがピコンと鳴なった。





ほのちゃん、ありがとう！

もしかして、まだ近ちかくにいる？






　先せん輩ぱい……。

　会あいたいのは、わたしだけじゃないみたい。

　でも……。





実じつは、まだいます

だけど、今日きょうはこのまま帰かえりますね

『願がん掛かけ』です






　会あいたい気き持もちをがまんして、そう送おくった。

　本ほん当とうは、会あいたい。

　会あって直ちょく接せつ、「がんばってください」って言いいたい。

　だけど、もう少すこしの辛しん抱ぼうなんだ。

　お正しょう月がつに、少すこしだけ神かみさまに見み逃のがしてもらったから、今日きょうはだめなんだ。

　わたしがぎゅっと目めをつぶってこらえていると、またスマホが鳴なった。





そうだよね……

合ごう格かくするまで、がまんしなきゃだよね

マフラーありがとう

明日あしたはこれを巻まいて行いくよ






　先せん輩ぱいのメッセージに、わたしは深しん呼こ吸きゅうした。





はい！

先せん輩ぱい、がんばってください！






　わたしはそうメッセージを送おくると、今こん度どこそ家いえに向むかって歩あるき出だした。
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　次つぎの日ひは、一いち日にち、落おち着つかなかった。

　今いまなんの教きょう科かの時じ間かんかなって考かんがえて、美び術じゅつ部ぶの課か題だいも手てにつかない。

　予よ報ほうどおり、空そらは雪ゆき模も様よう。

　粉こな雪ゆきがちらついて、外そとは寒さむそうだ。

「先せん輩ぱい、ちゃんと会かい場じょうに着つけたかな」

　マフラー、使つかってくれたかな。寒さむさに震ふるえてないといいな。




　夕ゆう方がたになっても、先せん輩ぱいからの連れん絡らくはなかった。

「うまくいかなかったのかな……」

　口くちにして、ぷるぷると首くびを振ふる。

　そんなこと、考かんがえるだけでもだめだ！

　気き分ぶん転てん換かんに、ココアでもいれようと思おもったときだった。

　ピコンとスマホが鳴なって、あわてて手てに取とった。

　アプリを開ひらく時じ間かんも、もどかしい。

　届とどいたメッセージは──。

「画が像ぞう？」

　文も字じではなくて、画が像ぞうだった。

　満まん面めんの笑えみで、ピースする先せん輩ぱい。

　その首くびもとには、わたしが編あんだマフラーが巻まかれている。

　続つづいてもう一いち度どピコンと鳴なる。





無ぶ事じに終おわったよ！

合ごう格かく発はっ表ぴょうまで、まだ会あえないけど……

マフラー、めっちゃ暖あたたかかった！






　よかったー！

　わざわざ巻まいているところを送おくってきてくれて、なんだか嬉うれしくなる。

　なんて返かえそうかな？

　ふとひらめいて、わたしはスケッチブックを開ひらく。

　描かいたイラストを、スマホのカメラで撮とって……。

　おそろいのマフラーを巻まいた、わたしと先せん輩ぱいのイラスト。

　その上うえに『祈き・合ごう格かく！』と書かいて送おくった。

　先せん輩ぱいからはすぐに「ありがとう！」と返へん事じが来きて、思おもわず笑えみがこぼれてしまう。




　もう少すこし。

　もう少すこしで、先せん輩ぱいに会あえるんだ。

　わたしはその日ひを心こころ待まちに、再ふたたび美び術じゅつ部ぶの課か題だいへと向むかった。


[image: ]
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　三年ねん生せいの自じ由ゆう登とう校こうの時じ期きに入はいって、なんだか校こう内ないが静しずかになった気きがする。

　今日きょうは合ごう格かく発はっ表ぴょうの日ひ。

　つかさ先せん輩ぱいも朝あさから発はっ表ぴょうを見みに行いっているはずだ。

「やっぱり落おち着つかない？」

　休やすみ時じ間かん、千ち帆ほちゃんが話はなしかけてくる。

　朝あさからわたし、ずーっとスマホを見みていたもんね。

「十時じだっけ？　緊きん張ちょうするね」

「うん……」

　発はっ表ぴょうは二時じ間かん目めの途と中ちゅう。

　次つぎの授じゅ業ぎょうは集しゅう中ちゅうできなそうだ……。




　やっぱり気きになっちゃって、机つくえの下したでこっそりスマホを出だしちゃった。

　本ほん当とうはいけないことなんだけど……。

　先せん生せいごめんなさい！　今いまだけ許ゆるしてください！

　時じ間かんは十時じを過すぎている。もう発はっ表ぴょうされているよね……？

　あっ、通つう知ちが来きてる！

　わたしは祈いのるような気き持もちでロックを解かい除じょした。

　怖こわくて、すぐには見みられない……。

　わたしは目めを閉とじて、静しずかに深しん呼こ吸きゅうをする。

　心こころを落おち着つかせたところで、いざ！

　メッセージアプリを立たち上あげると──。





合ごう格かく！

やったよ！






　思おもわず大おお声ごえを上あげそうになって、あわててこらえた。

　もう一いち度ど、画が面めんを見みてみる。

　間ま違ちがいない。

　ちゃんと『合ごう格かく』って書かいてある……。

　やったー！

　すごい、先せん輩ぱいすごい！

　本ほん当とうに合ごう格かく決きめちゃうなんて……。

　飛とびあがって喜よろこびたいけど、授じゅ業ぎょう中ちゅうにそんなことをしたらびっくりされるだろうし、怒おこられちゃう。

　わたしは机つくえの下したで、こっそりガッツポーズをして、喜よろこびをかみしめていた。
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　休やすみ時じ間かん、早さっ速そく千ち帆ほちゃんに報ほう告こくすると、一いっ緒しょになって喜よろこんでくれた。

「これで、ほのちゃん断だちも終おわりだね！　先せん輩ぱいに会あえるよ！」

「そっか……。そうなんだよね！」

　文ぶん化か祭さいや初はつ詣もうででも、見み逃のがしてもらった部ぶ分ぶんはあるけど、これでようやく本ほん当とうに願がん掛かけも終おわりなんだ！

　いつ会あえるのかな？

　待まち合あわせとか、できるかな？

　そわそわしていると、先せん輩ぱいからメッセージが届とどいた。





昼ひる休やすみくらいには、学がっ校こうに着つくと思おもうから

着ついたらまた連れん絡らくするね！






　今日きょう、会あえるんだ！

　とうとう、この時ときがやってきたんだ……。
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　給きゅう食しょくの時じ間かんも、わたしは落おち着つかなかった。

　千ち帆ほちゃんから「そわそわしすぎ」って笑わらわれたけど、しかたがなくない？

　昼ひる休やすみに入はいろうとしたときだった。





学がっ校こう着ついたよ！

みんなで先せん生せいに報ほう告こくしてくるから

まず職しょく員いん室しつに行いくね






　先せん輩ぱい、今いま、校こう内ないにいるんだ……。

　鼓こ動どうが速はやくなってきた。

　会あいに行いってもいいのかな？

『みんな』ってことは、友ともだちと一いっ緒しょ？

　それなら、迷めい惑わくかな？

「ほのちゃん、行いってきたら？　先せん輩ぱいもきっと、会あいたいはずだよ」

　見みかねた千ち帆ほちゃんが、背せ中なかを押おしてくれる。

　そう、かな……？

　でも会あいたい。

　うかうかしていたら、昼ひる休やすみが終おわっちゃう。

　わたしは立たち上あがった。

「千ち帆ほちゃんありがとう。行いってくるね！」

「はーい、先せん輩ぱいによろしくねー」




　階かい段だんを下おりて、渡わたり廊ろう下かを通とおって。

　職しょく員いん室しつは、第だい一校こう舎しゃの二階かいだ。

　昼ひる休やすみをのんびり過すごしている生せい徒とたちの間あいだを、わたしはすり抜ぬけていく。

　もうすぐ会あえるんだ。

　この階かい段だんの先さきに、先せん輩ぱいがいるんだ。

　そう思おもったら、自し然ぜんと早はや足あしになっていく。

　そうして階かい段だんの一いち番ばん上うえにたどり着ついて、角かどを曲まがったときだった。

「ほのちゃん！」

　こっちに向むかってきていた、つかさ先せん輩ぱいとぶつかりそうになって、あわてて足あしを止とめた。

「先せん輩ぱい……！」

　久ひさしぶりの先せん輩ぱいだ！

　その首くび元もとには、わたしが編あんだマフラーが巻まかれている。

　先せん輩ぱいは満まん面めんの笑えみで、ピースサインをした。

「無ぶ事じ、合ごう格かくしました！」

「おめでとうございます！」

　わたしたちは手てを取とり合あって、喜よろこび合あう。

　あの夏なつの日ひから、ここまで長ながかった。

　先せん輩ぱいのがんばりは、本ほん当とうにすごかった。

　努ど力りょくが報むくわれる瞬しゅん間かんって、こんなに泣なきたくなるくらい、嬉うれしいものなんだなぁ。

「待またせて、ごめんね」

　伝つたえたい言こと葉ばは、たくさんあった。

　だけど胸むねがいっぱいで。どれも言こと葉ばにならない。

　なにも言いえずにいるわたしに、先せん輩ぱいはあわてる。

「もしかして、もう愛あい想そ尽つきた、とかないよね……？」

　先せん輩ぱいが、捨すてられた子こ犬いぬのような目めで尋たずねてくる。

　もう、先せん輩ぱいってば……。

「そんなの、あるわけないじゃないですかー！　わたしだって会あいたかったです！」

「よかった……。これからは、一いっ緒しょにいられるから」

　先せん輩ぱいは、しどろもどろになりながら言いう。

「えと、はい……」

　久ひさしぶりに会あうと、なんだか照てれくさいね。

　わたしもなんだか、どぎまぎしてしまう。

　そのとき、先せん輩ぱいがなんだか言いいにくそうに、口くちを開ひらいた。

「あの、ほのちゃん……。ちょっとだけ、ちょっとだけでいいんだけどさ……。ぎゅーってしていい、かな……？」

「え!?」

　職しょく員いん室しつのまわりには、今いまは誰だれもいない。

　でも、いつ人ひとが来くるかわからないし！

　ていうか恥はずかしいし!?

「だめ、かな……？」

「う……」

　この子こ犬いぬのような目めに、わたし弱よわいんだよ～！

　先せん輩ぱい、まさか、わかってやってる……？

　でも結けっ局きょくは根こん負まけして、わたしはうなずいてしまった。

　先せん輩ぱいが後うしろからそっと抱だきしめてくる。

　おひさまみたいな香かおりがする。

　心しん臓ぞうは爆ばく発はつしそうだけど、なんだか安あん心しんするんだ。
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「おっ、なんだー？　校こう内ないでイチャイチャすんなよー？」

　声こえがして、わたしたちはバッと身みを離はなした。

　振ふり返かえるとそこにいたのは、宮みや尾お先せん生せい。

　職しょく員いん室しつから出でてきたんだ。

「せっ、先せん生せいっ……！」

「まぁ、やっと受じゅ験けんも終おわったしな。でも、節せつ度どは守まもれよ～？」

「う、は、はい……」

　宮みや尾お先せん生せいは、つかさ先せん輩ぱいの担たん任にん。

　受じゅ験けんに向むけてがんばってきた先せん輩ぱいを、ずっと見み守まもっててくれたんだろう。

　先せん生せいはすれ違ちがいざま、先せん輩ぱいの肩かたをポンと叩たたいていく。

「まぁ、正しょう直じき、秋あきごろは厳きびしいと思おもってたけど、よく巻まき返かえしたな。村むら瀬せ、おめでとう」

「……ありがとうございます」

　先せん輩ぱいもどこか気きまずそう。

　でも、ちゃんとお礼れいを言いって、頭あたまを下さげる。

　顔かおを上あげた先せん輩ぱいと目めが合あった。

　どちらからともなく、小ちいさく吹ふき出だしてしまう。




　春はるはもうすぐそこ。

　──お別わかれのときが、近ちかづいていた。







[image: 20　卒業式──そして、ずっと。]

　髪かみをていねいにとかして、三みつ編あみにする。

　入にゅう学がく式しきの日ひも、こんな風ふうに念ねん入いりに身みだしなみを整ととのえていた。

　今日きょうは卒そつ業ぎょう式しき。

　先せん輩ぱいの、旅たび立だちの日ひだ。




「ほのちゃん、おはよう」

　教きょう室しつに入はいると、千ち帆ほちゃんが声こえをかけてきた。

「ついに、この日ひがやってきたねぇ」

「うん、あっという間まだった」

　思おもえば、この一年ねん間かん、本ほん当とうに早はやかった。

　入にゅう学がく式しきの朝あさ、自じ転てん車しゃにぶつかりそうになったことが、すべての始はじまりだった。

「淋さびしい？」

　千ち帆ほちゃんが気きづかわしげに聞きいてくる。

　わたしはほほ笑えみで、応こたえた。
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　体たい育いく館かんで在ざい校こう生せいの席せきに座すわって、卒そつ業ぎょう生せいの入にゅう場じょうを待まつ。

　肌はだ寒ざむい体たい育いく館かんに、心こころがしゃんとしてくる。

　吹すい奏そう楽がく部ぶの演えん奏そうが始はじまった。三年ねん生せいの入にゅう場じょうだ。

　まずは三年ねん一組くみから。

　最さい後ごのほうに、つかさ先せん輩ぱいの姿すがたが見みえた。

　わたしは、他ほかの人ひとより少すこしだけ強つよく拍はく手しゅをする。

　全ぜん員いんの入にゅう場じょうが終おわって、一人ひとり一人ひとり、名な前まえを呼よばれて、卒そつ業ぎょう証しょう書しょが手てわたされていく。

　わたしは、先せん輩ぱいと過すごした日ひ々びを思おもい返かえしていた。

　入にゅう学がく式しきの日ひに、ぶつかりかけて、貼はってもらったばんそうこう。

　男だん子しがばんそうこうを持もち歩あるいているなんて、意い外がいだったけど、あれは弟おとうとさんのためだって言いっていた。

　体たい育いく祭さいでは、先せん輩ぱいのたすきを結むすぶ、なんてこともあったよね。

　あれでわたし、先せん輩ぱいのことが好すきだって気きづいたんだった。

　別わかれの危き機きだった、夏なつ祭まつり。

　ぐっと距きょ離りの縮ちぢまった夜よるの、花はな火びの色いろは、今いまでも目めに浮うかぶ。

　願がん掛かけで会あえなくなってから、迎むかえた文ぶん化か祭さい。

　レナ先せん輩ぱいたちのおかげで、楽たのしい時じ間かんを過すごすことができた。

　誕たん生じょう日びでもある元がん日じつの朝あさは、家いえに現あらわれた先せん輩ぱいに、本ほん当とうにびっくりしちゃった。

　願がん掛かけをちょっとだけ見み逃のがしてもらったけど、神かみさまは先せん輩ぱいのがんばりをちゃんと見みていてくれた。

「──村むら瀬せ司つかさ」

「はい！」

　担たん任にんの宮みや尾お先せん生せいに名な前まえを呼よばれて、先せん輩ぱいは壇だんに上あがっていく。

　校こう長ちょう先せん生せいから卒そつ業ぎょう証しょう書しょを受うけ取とった先せん輩ぱいに、大おおきな拍はく手しゅを送おくる。

　同おなじ学がっ校こうで過すごせたのは一年ねん間かんだけ。

　一いっ緒しょにいられた時じ間かんは、それよりも短みじかい。

　だけど、離はなれて過すごす時じ間かんを、わたしたちは乗のり越こえることができた。

　明日あしたから、先せん輩ぱいはこの学がっ校こうからいなくなる。

　それでもきっと、大だい丈じょう夫ぶだと思おもえた。

　千ち帆ほちゃんは「淋さびしい？」って聞きいた。

　淋さびしいけど、先せん輩ぱいががんばっていると思おもうと、わたしもがんばれる。

　離はなれていても、進すすむ道みちは一いっ緒しょなんだ。

　吹すい奏そう楽がく部ぶの演えん奏そうする「威い風ふう堂どう々どう」が流ながれて、卒そつ業ぎょう生せいが退たい場じょうしていく。

　わたしたちが進すすむ道みちは、どこまでも広ひろがっているんだ。




　　　　[image: ]




　ホームルームを終おえて外そとに出でると、三年ねん生せいの先せん輩ぱいたちが、別わかれを惜おしんで写しゃ真しんを撮とっていた。

　先せん輩ぱいたちと一いっ緒しょになって泣ないている一・二年ねん生せいもいる。

　部ぶ活かつの先せん輩ぱい・後こう輩はいとかかな。

「千ち帆ほちゃん！　ほのかちゃん！」

　よく通とおる声こえに顔かおを向むけると、レナ先せん輩ぱいが大おおきく手てを振ふっている。

　美び術じゅつ部ぶの先せん輩ぱいたちも一いっ緒しょだ。

「レナ先せん輩ぱい、卒そつ業ぎょうおめでとうございます！」

「ありがとう。あーあ、ほのかちゃんと千ち帆ほちゃんに会あえなくなるの、淋さびしいなぁ」

「それはこっちのセリフですよー！」

「あはは。新あたらしい部ぶ長ちょうをしっかり支ささえて、美び術じゅつ部ぶを続つづけていってね」

「はい！」

「もちろんです！」

　わたしと千ち帆ほちゃんの声こえが重かさなって、レナ先せん輩ぱいはわたしの大だい好すきな優やさしい笑えみを浮うかべる。

　その顔かおが、にまーっと笑わらった。

「バスケ部ぶの集あつまりも、もうすぐ終おわるだろうから、ちょっと待まってなよ」

「えっ、でも……」

「そうだよほのちゃん。最さい後ごなんだから、先せん輩ぱいと一いっ緒しょに帰かえらなきゃ」

　レナ先せん輩ぱいと千ち帆ほちゃんの視し線せんの先さきを追おってみる。

　そこには、後こう輩はいたちに囲かこまれた、つかさ先せん輩ぱいの姿すがたがあった。

　わたしの視し線せんに気きづいたのか、つかさ先せん輩ぱいと目めが合あった。

「ほら、行いってきなよ」

　千ち帆ほちゃんに背せ中なかを押おされた。

　先せん輩ぱいが手てを振ふってくる。

　そしてこっちに向むかって歩あるき出だした。

　わたしも、一いっ歩ぽを踏ふみ出だす。

　ただ待まっているんじゃなくて、わたしも近ちかづいていかなきゃ。

　先せん輩ぱいの前まえに立たった。

「ほのちゃん」

「あの、先せん輩ぱい……。卒そつ業ぎょうおめでとうございます」

　ちょっと声こえが震ふるえちゃった。

　大だい丈じょう夫ぶだって思おもったけど、いざ目めの前まえにしたら、涙なみだが出でそうになってきた……。

「ほのちゃーん、泣なかないでよー」

「ごめんなさい……。先せん輩ぱいも泣ないてないのに……」

　だけどやっぱり淋さびしいと思おもってしまうのは、しかたがないんだ。

　ぐすぐす涙なみだぐんでいるわたしの背せ中なかを、先せん輩ぱいは優やさしくぽんぽんしてくれる。

「春はる休やすみ、いっぱいデートしようね」

「はい……」

「家いえから通かよえる距きょ離りだから。いつでも会あえるよ」

「はい……」

「他ほかの人ひとに目め移うつりしちゃだめだよ？」

「それは、先せん輩ぱいもですよ……？」

　冗じょう談だんじみた声こわ色いろに、思おもわずまじめに言いい返かえしてしまう。

　泣なきながら見み上あげるわたしに、先せん輩ぱいはぷっと笑わらった。

　ぎゅっと両りょう手てを握にぎってくる。

　先せん輩ぱいのてのひらは、温あたたかい。

　温あたたかいおひさまみたいな人ひとだ。

　そばにいると心こころがぽかぽかして、幸しあわせな気き分ぶんになってくるんだ。

「わたし、先せん輩ぱいと同おなじ高こう校こうを目め指ざしてもいいですか？」

「もちろん！　また一年ねん間かんだけしか一いっ緒しょに通かよえないけど」

　わたしたちの歳としの差さは二つ。それは永えい遠えんに縮ちぢまらない。

　だけど、そんなの、深ふかく考かんがえる必ひつ要ようはないんだ。

「それでも、離はなれていても、やっていけますよね？」

　願がん掛かけで会あえなかった時じ間かんは、ムダなんかじゃない。

　これからの会あえない時じ間かんも、信しんじて待まつことができる。

「もちろん！」

　力ちから強づよくうなずく先せん輩ぱいに、わたしは自し然ぜんと笑えみがこぼれた。

　先せん輩ぱいがわたしと右みぎ手てを繫つなぎ直なおして、門もんのほうを向むく。

　わたしたち、これからずっと一いっ緒しょに歩あるいていけるんだ。

　離はなれても、心こころは繫つながっている。

　一年ねん間かんだけなんかじゃない。

　わたしたちの恋こいは、ずっと続つづいていくんだ。
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　こんにちは、安芸あき咲さく良らです。

『一いち年ねん間かんだけ。』２巻かんを読よんでくれて、ありがとうございます。

　みなさんのおかげで、２巻かんを出だすことができました！

　２巻かんでは、いろんな髪かみ型がたをしているほのちゃん。

　私わたしは不ぶ器き用ようで、かわいいヘアアレンジなどはできないので、うらやましいです……。

　みなさんは得とく意いですか？

　私わたしも苦にが手てだと言いっていないで、練れん習しゅうしていかないといけないですね……！

　イベント事ごとが大だい好すきです。

　夏なつ祭まつりとか楽たのしいですよね。

　花はな火びのあがるような夏なつ祭まつりには、あまり行いったことがないのですが、屋や台たいとかのあの雰ふん囲い気きが好すきです。

　焼やきそばやかき氷ごおりも、お祭まつりで食たべるといつもよりおいしく感かんじる気きがします。

　リンゴ飴あめを食たべたことがないので、あこがれです。

　文ぶん化か祭さいもありましたね。

　私わたしの中ちゅう学がっ校こうでは模も擬ぎ店てんはなくて、歌うたや劇げきの発はっ表ぴょうだけでした。

　高こう校こうではあったんですが、私わたしのクラスではカレー屋やさんをしました。

　ほのちゃんたちのように、みんなでおそろいのエプロンを作つくって。ミニーちゃんのような赤あかに白しろのドット柄がらで、めちゃくちゃかわいかったです。

　男だん子しは、同おなじ柄がらの蝶ちょうネクタイ。おじちゃん先せん生せいにもつけてもらって、かわいいともてはやされていました。

　今いま思おもえば、『なんでカレー屋やさんでミニーちゃん……？』って感かんじですが（笑わらい）

　これから文ぶん化か祭さいを迎むかえる学がっ校こうも多おおいと思おもいますが、あなたの学がっ校こうの文ぶん化か祭さいがどんな感かんじだったか、よかったら教おしえてください！

　つかさ先せん輩ぱいは卒そつ業ぎょうしちゃいましたが、おはなしはまだまだ終おわりませんよー！

　次つぎは、二年ねん生せいになった千ち帆ほちゃんのおはなしです。

　親しん友ゆうの恋こいの応おう援えんをしてきた千ち帆ほちゃんですが、そんな彼かの女じょの恋れん愛あいとは……？

　もちろんほのちゃんも出でますので、楽たのしみにしておいてください！

　手て紙がみを送おくってくれたみなさん、ありがとうございました！　大だい事じな宝たから物ものになりました。

　お返へん事じが遅おそくなってごめんなさい……。必かならず出だしますので、待まっていてくださいね。

　つばさ文ぶん庫このホームページへの感かん想そうも嬉うれしいです。全ぜん部ぶ読よんでいます。というか全ぜん部ぶスクショ撮とっています。

　あっ、気き持もち悪わるいって言いわないで……！

　それだけ嬉うれしいってことです！

　２巻かんの感かん想そうも、お待まちしています。

　この巻かんも、花か芽が宮みや先せん生せいには素す敵てきなイラストをいっぱい描かいていただきました。本ほん当とうにありがとうございます！

　原げん稿こうを書かいているときに表ひょう紙しのイラストを送おくっていただいて、癒いやされ＆アンドはげまされていました。

　前ぜん担たん当とうの小こ林ばやしさん。ほんっとーにお世せ話わになりました！　小こ林ばやしさんがいなければ、『一いち年ねん間かんだけ。』は世よに出だすことができませんでした。新あたらしい場ば所しょでもがんばってください！

　そして新しん担たん当とうの青あお山やまさん。いつもアドバイスありがとうございます。おかげさまで、書かき上あげることができました。

　メールの文ぶん章しょうがいつもおもしろくて、楽たのしいです（笑わらい）。これからもよろしくお願ねがいします！

　この本ほんを出だすにあたって関かかわってくださったたくさんの方かた々がたにも、お礼れいを申もうし上あげます。

　本ほんは私わたし一人ひとりの力ちからでできあがるわけじゃないので、チーム作さ業ぎょうだなぁとつくづく思おもいます。

　チーム「一いち年ねん間かんだけ。」として、これからもお力ちから添ぞえいただけると嬉うれしいです。

　それでは、また次つぎの巻かんでお会あいできることを祈いのって。
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